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そのまなざしは宝物!
市内の児童館などでは、就学前の児童を持つお母

さんたちが気軽に集まって親子遊びをしたり、情報
交換や子育てに関する相談の場として、子育てサロ
ンが開かれています。（写真は小田井児童館）
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元
気
な
児
童
の
声
が
館
内
に
響
い
て
い
ま
す
。

臼田児童館・青沼児童館・
あさしな児童館がオープン。

経
済
産
業
省
の
「
産
業
再
配
置
促
進
費

補
助
金
」
を
受
け
、
昨
年
８
月
か
ら
建
設

し
て
い
た
、
臼
田
児
童
館
・
青
沼
児
童
館
・

あ
さ
し
な
児
童
館
の
し
ゅ
ん
工
式
な
ら
び

に
開
館
式
が
、
４
月
１
日
に
行
わ
れ
、
４

月
３
日
か
ら
開
館
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
児
童
代
表
か
ら
、「
児
童
館

が
開
館
す
る
の
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま

し
た
。
み
ん
な
で
、
決
ま
り
を
守
り
、
仲

良
く
、大
事
に
利
用
し
て
い
き
た
い
で
す
。」

と
、
三
浦
市
長
に
お
礼
と
喜
び
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
の
学
校
関
係
者
、
保
護
者
か
ら
も

放
課
後
の
児
童
の
居
場
所
と
し
て
自
由
来

館
制
で
、
無
料
で
利
用
で
き
る
児
童
館
が

整
備
さ
れ
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

臼田児童館
佐久市臼田559－1（�82－1180）

（臼田小5年生・男子）
指導員の先生に卓球の技を教えてもらっ

ています。卓球でボールを打ったときは、
ストレス発散になります。

（臼田小2年生・女子）
児童館ができてうれしいです。一輪車が

なかなかうまく乗れないので、上級生に教
えてもらっています。

青沼児童館
佐久市入沢233－2（�82－1151）

（青沼小6年生・女子）
友達と本を読んだり、運動をしたりしています。また、
下級生とも遊ぶことができるのでとってもうれしいです。

（青沼小3年生・男子）
ドッジボールや卓球をして遊んだり、勉強もしています。

あさしな児童館
佐久市御馬寄715－2（�58－1150）

（浅科小4年生・女子）
早くできないかなって思っていました。こ

れからも学校帰りに児童館を利用したいです。

（浅科小5年生・男子）
学校の近くにできてうれしいです。ボール

遊びをしたりパソコンを利用したいです。
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●悩みや不安などの聴き役となって、問題解決の糸口を見いだすお手伝いをします。

●一人ひとりの人権とプライバシーを尊重し、秘密保持を原則とする活動を展開し
ます。

●自らの価値観や経験にとらわれず、一人ひとりの違いを認め、相手を理解します。

●本人の求めるところをよく聞き、受け止め、本人の意思や感情を大切にします。

●本人の意思や希望に沿った支援の方法を考えます。

●本人が気づかない、認識していない課題を明らかにしたり、そのための支援を行
います。

●本人が自らの課題を解決できるよう側面からの支援に努めます。

●児童虐待防止に向け、関係機関・団体と連携し、子どもや子育て家庭の課題把握
に努めます。

●地域の子どもたちの健やかな育ちを支援するため、子どもの立場に立ち、子ども
自身の声を聴くことに努め、子どもが求める支援活動を進めます。

●地域の子育て環境を豊かにし、親が子育てを喜び、かつ地域全体で子育てができ
る環境づくりを目指します。

自分の地区の民生児童委員がわからない場合、
福祉課（@62-2111 内線282）または
各支所 保健福祉課へお問い合わせください。

民生児童委員は、厚生労働大臣から委嘱された委員
です。佐久市には、238人の民生児童委員が委嘱さ
れています。そのうち、児童福祉に関する事項を専
門的に担当する主任児童委員が15人います。

5月12日は民生委員・児童委員の日です
5月12日～18日は活動強化週間です

市の福祉事務所や、教育委員会、
社会福祉協議会などと連携し、

福祉行政の協力者として活動しています

民生児童委員は
いつもそばにいます

悩
み
や
不
安
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

相談相手
あなた

の
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将
来
の
佐
久
市
に 

佐久市では、第一次佐久市総合計画を策定するにあたり、

市内8校の中学校に「将来の佐久市に望むこと」をテーマとした
作文を作成していただきました。

提出いただいた作品につきましては、小学校より提出された「未来の佐久市」を

テーマとした絵とあわせ、市民ホールに展示したほか、佐久市ホームページ

（http://www.city.saku.nagano.jp/）に全文を掲載してあります。
ここでは、作文の内容を短くまとめた要旨を紹介します。

館
や
買
い
物
に
行
け
る
よ
う
に
バ
ス

を
普
及
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

３
つ
目
は
、
市
役
所
前
の
広
い
道

路
な
ど
に
木
や
花
な
ど
の
植
物
を
た

く
さ
ん
植
え
て
緑
豊
か
な
佐
久
市
に

し
て
ほ
し
い
。

４
つ
目
は
、
安
全
な
歩
道
を
作
っ

て
ほ
し
い
。
野
沢
地
区
は
、
特
に
歩

道
が
狭
く
、
危
険
な
の
で
、
歩
道
の

幅
を
広
く
し
た
り
、
歩
道
橋
な
ど
を

作
っ
た
り
し
て
ほ
し
い
。

５
つ
目
は
、
佐
久
市
の
自
然
と
マ

ッ
チ
し
、
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
よ
う
な

市
全
体
を
見
渡
せ
る
高
い
建
物
を
建

て
て
ほ
し
い
。

K
K

K
K

K
p

中
込
中
学
校

荻お
ぎ

原は
ら

庸よ
う

平へ
い

く
ん

自
然
と
共
存
し
、
豊
か
な
心
を
育

め
る
市
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

便
利
で
快
適
な
生
活
ば
か
り
を
追

求
す
る
と
、
開
発
が
進
み
、
ゴ
ミ
の

増
加
な
ど
で
佐
久
の
豊
か
な
自
然
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
お
金
を
出
せ
ば
な
ん
で
も

で
き
る
社
会
と
い
う
も
の
は
歪
み
が

生
じ
て
く
る
。
高
齢
化
が
進
む
中
、

お
金
を
も
ら
う
た
め
で
は
な
く
、
心

か
ら
介
護
を
す
る
人
が
自
然
と
増
え

る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
も
ら
い
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や

佐
久
市
の
文
化
な
ど
を
気
軽
に
体
験

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
開
催
し

て
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
や
、
ふ
れ

あ
い
を
多
く
す
る
機
会
を
作
っ
て
い

っ
て
ほ
し
い
。

K
K

K
K

K
p

東
中
学
校

一
学
年

将
来
の
佐
久
市
に
望
む
こ
と
は
５

つ
。

１
つ
目
は
、
交
通
網
の
整
備
に
つ
い

て
狭
く
て
歩
道
の
な
い
通
学
路
の
整

備
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。
薄
暗
い

中
の
下
校
は
危
険
な
の
で
、
街
灯
を

多
く
設
置
し
て
ほ
し
い
。

２
つ
目
は
、
教
育
に
つ
い
て

登
下
校
の
安
全
対
策
に
力
を
入
れ

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
希
望
者
の
多
い

高
校
を
減
ら
さ
な
い
よ
う
、
市
で
も

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
い
。
加
え

て
、
部
活
動
の
補
助
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
ほ
し
い
。

３
つ
目
は
、
公
共
施
設
に
つ
い
て

運
動
公
園
や
佐
久
平
駅
近
く
に
市

MM
浅
間
中
学
校

風か
ざ

間ま

真ま

弘ひ
ろ

さ
ん

家
の
ま
わ
り
に
は
公
園
が
な
い
の

で
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
近
所
の
友
達

と
遊
ぶ
こ
と
や
、
近
所
の
人
達
と
ふ

れ
あ
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

公
園
は
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
と

ふ
れ
あ
い
の
場
で
あ
り
、
人
と
人
と

の
ふ
れ
あ
い
が
生
活
を
豊
か
に
、
ま

た
、
楽
し
く
す
る
大
切
な
場
所
な
の

で
、
１
つ
で
も
多
く
つ
く
っ
て
も
ら

い
た
い
。

K
K

K
K

K
p

野
沢
中
学
校

生
徒
会

将
来
の
佐
久
市
に
望
む
こ
と
は
５

つ
。１

つ
目
は
、
駒
場
公
園
の
よ
う
な

運
動
施
設
の
あ
る
公
園
を
野
沢
・
中

込
地
域
に
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

２
つ
目
は
、
学
生
が
気
軽
に
図
書

■
お
問
い
合
わ
せ

企
画
課
　
企
画
調
整
係

�

6
2
―
2
1
1
1

（
内
線
4
3
4
）
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民
会
館
を
作
っ
た
り
、
市
立
図
書
館

を
改
修
し
て
自
習
ス
ペ
ー
ス
を
広
く

し
た
り
、
子
ど
も
未
来
館
な
ど
の
施

設
利
用
料
を
小
中
学
生
は
無
料
に
し

た
り
し
て
ほ
し
い
。

４
つ
目
は
、
観
光
に
つ
い
て

佐
久
の
自
然
の
良
さ
を
残
し
て
、

自
然
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な
観

光
地
の
開
発
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

５
つ
目
は
、
自
然
環
境
の
保
護
や
ゴ

ミ
問
題
に
つ
い
て

ゴ
ミ
の
分
別
が
厳
し
い
と
、
か
え

っ
て
道
路
に
捨
て
ら
れ
る
ゴ
ミ
が
増

え
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
分
別
は
必

要
だ
が
、
簡
単
に
し
た
方
が
よ
い
。

ま
た
、
き
れ
い
な
街
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
た
め
、
道
路
清
掃
を
定

期
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

K
K

K
K

K
p

臼
田
中
学
校

�た
か

橋は
し

歩あ
ゆ

美み

さ
ん

佐
久
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を

生
か
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

臼
田
に
も
い
ず
れ
高
速
道
路
が
通

る
と
聞
い
た
が
、
高
速
道
路
が
開
通

す
れ
ば
、
排
気
ガ
ス
が
増
え
、
空
気

が
よ
ご
れ
、
騒
音
な
ど
の
影
響
が
出

て
く
る
と
思
う
。

一
方
、
高
速
道
路
の
開
通
に
よ
っ

て
、
便
利
に
な
り
、
経
済
的
な
発
展

も
望
め
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
よ
う

な
マ
イ
ナ
ス
面
を
き
ち
ん
と
考
え
た

う
え
で
、
自
然
と
の
調
和
を
忘
れ
ず
、

豊
か
な
自
然
を
大
切
に
残
し
た
開
発

や
整
備
を
し
て
ほ
し
い
。

K
K

K
K

K
p

浅
科
中
学
校

松ま
つ

田だ

翔
し
ょ
う

太た

く
ん

佐
久
市
に
望
む
こ
と
が
４
つ
。

１
つ
目
は
、
貴
重
な
自
然
を
壊
さ

な
い
よ
う
に
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を

減
ら
し
た
り
、
木
や
花
を
増
や
し
た

り
す
る
よ
う
、
環
境
美
化
の
呼
び
か

け
を
し
て
ほ
し
い
。

２
つ
目
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
施
設
や
公
園
の
よ
う
な
、
市

民
の
ふ
れ
合
え
る
場
所
を
増
や
し
て

ほ
し
い
。

３
つ
目
は
、
お
年
よ
り
の
人
な
ど

が
日
常
生
活
で
利
用
で
き
る
市
内
巡

回
バ
ス
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

４
つ
目
は
、
最
近
よ
く
聞
く
子
供

の
誘
拐
な
ど
の
事
件
を
防
ぐ
た
め
に
、

市
内
の
見
回
り
を
強
化
し
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
平
和
な
佐
久
市
に
し
て

ほ
し
い
。

K
K

K
K

K
p

望
月
中
学
校

林
は
や
し

萌も
え

さ
ん

旧
望
月
町
は
、
唯
一
の
公
共
交
通

機
関
で
あ
る
バ
ス
も
巡
回
す
る
回
数

が
少
な
く
、
不
便
な
の
で
、
誰
で
も

利
用
で
き
、
い
つ
で
も
ど
こ
へ
で
も

行
け
る
よ
う
な
公
共
交
通
機
関
に
つ

い
て
考
え
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
す
る
た
め
、
望
月
小
学
校
が
出
来

る
こ
と
に
よ
り
使
用
さ
れ
な
く
な
る

小
学
校
を
子
供
達
が
集
ま
れ
る
場
所

に
し
、
学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
て

い
け
た
ら
い
い
。

地
域
の
人
々
と
の
交
流
の
機
会
を

増
や
し
、
一
人
一
人
が
佐
久
市
の
将

来
に
つ
い
て
勉
強
し
、
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
。

K
K

K
K

K
p

佐
久
長
聖
中
学
校
平
成
17
年
度

生
徒
会

会
　
長

小こ

泉
い
ず
み

弘ひ
ろ

騎き

く
ん

副
会
長

内う
ち

川か
わ

雄ゆ
う

太た

く
ん

秋あ
き

山や
ま

美み

紀き

さ
ん

書
　
記

三み
つ

石い
し

智と
も

世よ

さ
ん

佐
久
市
の
将
来
に
望
む
こ
と
を
６

つ
。

１
つ
目
は
、
行
政
に
つ
い
て

冬
季
は
ほ
と
ん
ど
使
え
な
い
浅
科
・

御
牧
原
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
、
平
尾
山

の
カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム
な
ど
、
本
当

に
必
要
な
施
設
か
を
見
極
め
て
建
設

し
て
ほ
し
い
。

２
つ
目
は
、
防
犯
に
つ
い
て

警
察
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
頻
繁

か
つ
広
範
囲
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し

て
行
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
全
児
童
・

生
徒
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
無
料
で
配
布

し
て
ほ
し
い
。

３
つ
目
は
、
施
設
に
つ
い
て

音
響
の
優
れ
た
大
き
い
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
、
中
学
・
高
校
生
向
け
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
や
ア
リ
ー
ナ
な

ど
の
施
設
が
ほ
し
い
。
大
人
用
の
遊

興
施
設
は
、
子
供
に
と
っ
て
意
味
が

な
く
、
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、
１

箇
所
に
ま
と
め
る
よ
う
な
指
導
を
し

て
ほ
し
い
。

４
つ
目
は
、
行
事
に
つ
い
て

バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
規

模
を
拡
大
し
、
他
の
祭
り
と
と
も
に

も
っ
と
市
外
へ
の
P
R
を
し
て
ほ
し

い
。

５
つ
目
は
、
交
通
に
つ
い
て

市
内
巡
回
バ
ス
の
本
数
・
停
留
所

を
増
や
す
。
ま
た
、
無
休
で
運
行
し
、

共
通
定
期
券
な
ど
を
つ
く
る
。

６
つ
目
は
、
経
済
に
つ
い
て

高
齢
者
が
歩
い
て
買
い
物
に
行
け

る
身
近
な
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
一
斉
清
掃
を
市
民
の
協
力
の

も
と
に
行
い
、
見
た
目
を
よ
く
す
る

な
ど
し
て
活
性
化
を
図
る
。

K
K

K
K

K
p

将来の佐久市に 



－6－

最近は、昔に比べて夏は暑くなり、冬も暖かくなってきています。それでも50年前に比べ
ると、わずか 0.5度しか暑くなっていないのです。 しかし国連の機関（IPCC）※の最新報
告では、「今後100年で、最大5.8度の気温上昇」が予測されています。
また、環境省より2001年に発表された『地球温暖化の日本への影響2001』では、今後

100年間で、南日本では４℃、北日本では５℃上昇すると予測されています。

シリーズ 第2回～地球温暖化の影響とは？～
地球温暖化の原因は、二酸化炭素などの「温室効果ガス」が増えて
いるからだと言われています。では、このまま温暖化が進んでいくと、
地球はどうなってしまうのでしょうか？

地球温暖化の
影響予測

IPCCが第三次報告書で発表したように、このまま温暖化が進んで、2100年に地球の
平均気温が最大5.8度上昇したとき、地球はどうなってしまうのでしょうか？

それでは、現在私たちはどのくらいの
二酸化炭素を出しているのでしょうか？
次回6月1日号では、日本の
二酸化炭素排出状況を
見ていきましょう。

地球温暖化を防ぐにはどう
したらいいでしょう？
（答えはこのページの下）

�自然現象なので、どうしようもない。
�エアコンを使い、部屋を冷やす。
�二酸化炭素の排出を抑える。

答え：�

今後100年間で平均気温が1.4～5.8℃上昇

このまま温度が
上がっていったら、
どうなっちゃうの？

6

5

4

3

2

1

0

-1
1000 1200 1400 1600 1800 2000 2100

2001年における全球平均 
気温予測上限 

2001年における全球平均 
気温予測下限 

1
9
6
1
～
1
9
9
0
年
平
均
気
温
か
ら
の
差（
℃
） 

※IPPC…Intergovernmental Panel on
Climate Change（政府間の気候変動に関
する研究班）の略。地球温暖化の対策に役立
つ最新の科学情報をまとめている。1988
年に国連の2つの機関「国連環境計画（ＵＮＥ
Ｐ）」と「世界気象機関（ＷＭＯ）」によって設
立された。ＩＰＣＣが2001年に出した第三次
報告書では21世紀末には1.5～5.8℃気温
が上昇すると報告されている。

●過去1000年間の平均気温の推移　気候変動に関する政府間パネル(IPCC)より

� 海水の熱膨張や氷河が融けて、海
面が約１m上昇し、小さな島が水
没し、日本でも都市部が水没する
可能性があるといわれています。

� 雨の降るパターンが大きく変わ
り、内陸部では乾燥化が進み、
熱帯地域では台風、ハリケーン、
サイクロンといった熱帯性の低
気圧が猛威を振るい、洪水高潮
などの被害が多くなります。� 現在絶滅の危機にさらされている生き

物は、生息域が狭まり、さらに絶滅に近
づきます。

� マラリアなどの熱帯性の感染
症の発生範囲が広がり、日本で
も流行するおそれがあるとい
われています。

� 気候の変化と、病害虫の増加
で穀物生産が大幅に減少し、
世界的に深刻な食糧難を招く
おそれがあります。

二酸化炭素の増加を抑えることができれば、気温の上昇も最低限に抑えることができるといわれています。
つまり、皆さんがどれだけ二酸化炭素を出さないようにするかによって、今後の温暖化状況が決まってくるのです。
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佐
久
市
自
然
環
境

保
全
条
例

平
成
18
年
7
月
1
日
か
ら
、
佐
久
市
全

域
を
対
象
と
し
た
佐
久
市
自
然
環
境
保
全

条
例
が
施
行
と
な
り
ま
す
。

自
然
環
境
の
保
全
に
関
し
、
市
、
市
民

お
よ
び
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要

な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

目
　
的

宅
地
造
成
、
建
築
物
そ
の
他
工
作
物
の

新
築
増
改
築
、
土
地
の
形
質
変
更
等
で
一

定
規
模
以
上
の
行
為
を
行
う
場
合
、
許
可

ま
た
は
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

例：

自
然
保
全
地
区
で
、
面
積
５
０
０
㎡

以
上
の
宅
地
造
成
を
す
る
場
合
、
高

さ
10
ｍ
以
上
ま
た
は
床
面
積
の
合
計

が
50
㎡
以
上
の
建
築
物
そ
の
他
の
工

作
物
の
新
築
、
増
改
築
を
す
る
場
合

は
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

■
申
請
窓
口
お
よ
び
お
問
い
合
わ
せ

公
園
緑
地
課
　
公
園
管
理
係

!

6
2
―
2
1
1
1

（
内
線
3
9
3
・
3
9
4
・
3
9
5
）

主
な
対
象
行
為

自
然
保
全
地
区

国
定
公
園
の
区
域
お
よ
び
都
市
計
画

用
途
地
域
を
除
く
市
内
の
山
林
、
原
野

（
平
成
2
年
9
月
6
日
現
在
の
登
記
地
目

対
象
地
域

佐
久
市
開
発
指
導
要
綱

平
成
18
年
7
月
1
日
か
ら
、
佐
久
市
全

域
を
対
象
と
し
た
佐
久
市
開
発
指
導
要
綱

が
施
行
と
な
り
ま
す
。

市
内
で
行
な
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
開
発

に
対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
環
境
の

保
全
、
良
好
な
自
然
環
境
の
保
護
お
よ
び

災
害
の
防
止
等
を
基
本
と
し
た
指
導
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
安
全
で
快
適
な
都
市
づ

く
り
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

目
　
的

上
記
の
対
象
行
為
に
該
当
す
る
場
合
、

造
成
工
事
や
建
築
物
等
の
建
築
着
手
の
前

に
、
事
業
者
の
方
と
市
と
の
間
で
事
業
計

画
や
事
業
内
容
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
す
。

■
申
請
窓
口
お
よ
び
お
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

!

6
2
―
2
1
1
1

（
内
線
3
5
6
・
3
5
7
）

要
綱
の
概
要

�
宅
地
等
開
発
行
為
の
う
ち
、
そ
の
規

模
が
次
に
掲
げ
る
規
模
に
該
当
す
る

場
合

都
市
計
画
の
用
途
地
域
内

１
５
０
０
㎡
以
上

都
市
計
画
の
用
途
地
域
外

１
０
０
０
㎡
以
上

�
中
高
層
建
築
物
等
建
築
行
為
で
、
高
さ

が
10
ｍ
以
上
の
建
築
物
等
を
建
築
す
る

場
合

, , 対
象
行
為

良好な生活環境のために…

佐
久
市
自
然
環
境
保
全
条
例
お
よ
び

佐
久
市
開
発
指
導
要
綱
が
施
行
さ
れ
ま
す

が
山
林
、
原
野
）
で
市
長
が
指
定
し
た

地
区
。

環
境
保
全
地
区

市
内
で
郷
土
的
お
よ
び
歴
史
的
な
特

色
を
有
す
る
地
区
（
神
社
仏
閣
等
）
の

う
ち
、
生
活
環
境
の
保
全
が
必
要
と
市

長
が
指
定
し
た
地
区
。

※
両
地
区
と
も
今
後
７
月
ま
で
に
指
定

し
ま
す
。

た
だ
し
、
長
野
県
自
然
環
境
保
全
条
例

の
対
象
行
為
、
佐
久
市
自
然
環
境
保
全
条

例
の
対
象
行
為
、
自
然
公
園
法
第
２
条
第

３
号
に
定
め
る
国
定
公
園
内
に
お
け
る
行

為
、
個
人
が
当
該
個
人
の
居
住
の
用
に
供

す
る
行
為
、
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が

行
う
行
為
は
除
き
ま
す
。
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望月地区のバス運行を民間委託
昭和58年から望月地区住民の公共交通機関とし

て運行してきました市営バスは、その歴史に幕を閉じ、
４月１日から民間のバス会社に運行を委託しました。
また、御牧原・合の沢地区はデマンド方式で週１
回の乗合いタクシ－運行を開始しました。
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地域包括支援センターが
開所になりました

高齢者が、住み慣れた地域でその人らしい生活が
続けられるよう、保健・医療・福祉を包括し必要なサ
ービスにつなげる身近な相談窓口として、４月１日から
市内５か所に「地域包括支援センター」が開所になり
ました。（写真は、浅科・望月地域包括支援センター）

佐久市産業振興センターを
開所しました

「ものづくり産業」の技術開発・経営革新・特許な
どの知的財産権等の支援拠点として、佐久市商工会
議所別館に「佐久市産業振興センター」を開設し、4
月6日、開所式が行われました。

平尾山「セラピーロード」に
認定される！

4月14日、平尾山が林野庁と厚生労働省の共同
プロジェクトである「セラピーロード」に認定されました。
「森林セラピー」とは、森の癒し効果を活かし、健
康増進やリハビリテーションに役立てようとするもので、
今後は春日温泉等との連携により森林浴と温泉浴を
セットにした「セラピーロード」として平尾山と春日温
泉周辺を整備していきます。

XXXXXXXXXXXXXX5
今月 5月

This Month Topics XXXXXXXXXXXX
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農業委員会 だより

農
作
業
標
準
労
賃
と

機
械
作
業
標
準
料
金
決
ま
る

平
成
18
年
度

佐
久
市
農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
18
年

度
の
農
作
業
標
準
労
賃
と
機
械
作
業
標
準

料
金
を
左
表
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
料
金
は
県
農
業
会
議
と
、
県
農
協

中
央
会
の
協
議
の
基
に
設
定
し
た
標
準
を

参
考
に
農
業
労
働
力
・
機
械
作
業
料
金
が
、

委
託
者
・
受
託
者
間
で
円
滑
に
調
整
さ
れ

る
た
め
の
も
の
で
す
。

17
年
度
は
各
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
の
料
金

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
地
域
の
事
情

が
あ
り
ま
す
が
、
合
併
に
よ
り
同
一
市
内

に
お
い
て
標
準
と
な
る
べ
き
料
金
は
必
要

で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
昨
年
11
月
に
農

作
業
標
準
労
賃
・
機
械
作
業
標
準
料
金
審

議
委
員
を
各
地
区
よ
り
選
任
し
、
審
議
会

を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
３
月
、

農
業
委
員
会
長
に
審
議
会
長
よ
り
料
金
改

定
の
答
申
が
さ
れ
、
農
業
委
員
会
の
農
業

振
興
部
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
料
金
は
、
燃
料
の
高
騰
、
賃

金
の
若
干
の
値
上
が
り
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
が
、
昨
年
の
料
金
を
基
に
市
内
全
域
を

統
一
す
る
考
え
で
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

@

6
2
―
2
1
1
1
（
内
線
4
7
7
）

18年度　標準作業労賃･機械作業料金

この料金は､あくまでも標準料金であり、地域および圃場の条件により料金格
差が生ずることがあります。特に水田作業に関わる料金は最寄のJA営農セン
ターおよび受託者にご相談ください。

作　業　名 使用作業機名 総額料金 備　　　　考

一般作業 760円 １時間当たり

耕
　
起

整備田 ロータリー　 7,665円 10ａ当たり

普通田 ロータリー　 8,190円 10ａ当たり

水　田 すき起こし　 8,925円 10ａ当たり

畑 ロータリー　 7,665円 10ａ当たり

代
　
掻

整備田 ドライヴハロー　 7,245円 10ａ当たり

普通田 ドライヴハロー　 7,875円 10ａ当たり

わら処理
カッター 5,880円 １時間当たり

ロールベーラー 9,450円 10ａ当たり

水田畦切 1,207円 畦間避堀のみ
100ｍ当たり

畦塗り 57円 1ｍ当たり

水田除草剤散布

ミスト薬剤散布作業
補助者は受託者側 2,415円 10ａ当たり

代掻きおよび田植え
時に同時機械散布 1,155円 10ａ当たり

堆肥散布 マニアスプレッター 5,250円 1台当たり 積込散布2トン

肥料散布 2,625円 10ａ当たり

水田収穫作業

バインダー　　 11,550円 10ａ当たり

ハーベスター　 10,080円 10ａ当たり

自脱コンバイン
結束料金含む 25,935円 10ａ当たり (整形地田)

自脱コンバイン
（１俵） 2,593円 運賃は別途 (整形地田)

自脱コンバイン
（倒伏田） 5,250円 1ａ当たりの割増料金

自脱コンバイン
（湿田） 5,250円 湿田など著しく作業が困難

な圃場割増料金10ａ当たり

籾運賃 5円25銭 籾１kg当たり

田
植

整備田 田植え機　 9,450円 植付のみ　10ａ当たり

田植え機 9,975円 植付のみ　10ａ当たり

田植え機　 13,335円 植付のみ　10ａ未満

側条施肥田植　 2,100円 割増料金　10ａ当たり

水
稲
苗

稚苗(出芽苗） １箱当たり 567円

1箱当たり 892円

1箱当たり 525円 箱使用料42円は別途料金

1箱当たり 934円 箱使用料42円は別途料金

1箱当たり 157円

普通田

普通田

普通田･整備田

稚苗（植付け苗）

中苗(出芽苗）

中苗（植付苗）

苗運賃（植付苗）



本館 〒385-0051
佐久市中込2947
!0267-64-0551
"0267-64-0553

浅間地区館
!0267-67-2110

野沢地区館
!0267-62-0116

中込地区館
!0267-62-0504

東地区館
!0267-67-2545

臼田地区館
!0267-82-2106

浅科地区館
!0267-58-3957

望月地区館
!0267-53-2548
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「熱演のステージ」で盛り上がった臼田地区春の文化祭＝4月9日あいとぴあ臼田で

広
報
「
佐
久
」と
の
一
体
化
に
あ
た
っ
て

佐
久
市
公
民
館
長
　
西

田

和

彦

日
本
で
最
初
の
公
民
館
が
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
六
十
年
前
の
昭
和
二
十
一
年
に

現
在
の
木
曽
郡
南
木
曽
町
に
誕
生
し
ま
し
た
。
以
来
長
野
県
は
公
民
館
の
設
置

数
は
全
国
一
を
誇
り
、
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
公
民
館
は
身
近
な
存
在
と
し
て
地
域
に
根
を
張
り
、
住

民
の
暮
ら
し
の
一
部
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

公
民
館
報
は
そ
の
住
民
と
の
つ
な
が
り
を
深
く
し
、
橋
渡
し
的
存
在
と
な
っ

て
い
ま
す
。
佐
久
市
の
公
民
館
報
は
合
併
前
の
旧
市
町
村
で
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
生
佐
久
市
の
誕
生
で
昨
年
四
月
に
公
民
館
報
「
さ
く
し
」

を
創
刊
し
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
本
号
か
ら
佐
久
市
の
広
報
「
佐
久
」
と
合
冊
し
て
お
届
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
綴
じ
込
み
に
な
り
ま
し
て
も
引
き
続
き
紙
面
の
充
実
に

努
め
、
公
民
館
の
事
業
や
行
事
・
地
域
の
話
題
を
紹
介
し
な
が
ら
、
生
涯
学
習

に
役
立
つ
情
報
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
民
館
報
の
紙
面
内
容
や
構
成
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
編
集
委
員
会
議
で
検

討
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
読
み
や
す
く
親
し
ま
れ
る
紙
面
に
す
る
た

め
時
間
の
許
す
限
り
議
論
を
深
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
編
集
委
員
さ
ん
に

は
編
集
会
議
の
ほ
か
原
稿
作
成
・
取
材
・
原
稿
依
頼
な
ど
大
変
な
ご
苦
労
を
お

掛
け
し
ま
す
。
本
年
度
の
編
集
委
員
と
し
て
次
の
十
一
名
の
方
に
お
願
い
を
致

し
ま
し
た
。

柳
澤
　
喜
　
子
（
浅
間
）

森
　
喜
美
子
（
野
沢
）

宿
岩
　
益
　
衣
（
中
込
）

神
津
　
　
潔
　
（
東
）

高
橋
　
博
美
（
臼
田
）

油
井
　
佐
智
枝
（
臼
田
）

井
出
　
も
と
子
（
浅
科
）

中
田
　
勝
治
（
望
月
）

平
賀
　
は
ま
子
（
望
月
）

柳
澤
　
徳
明
（
編
集
指
導
委
員
）

原
　
　
芳
雄
（
編
集
指
導
委
員
）

「
時
宜
を
得
る
」
と

い
う
表
現
が
あ
る
。

「
好
機
を
も
の
に
す
る
」

と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ

う
か
。

昨
年
は
市
町
村
の
合
併
を
機
に
、

館
報
も
発
想
を
工
夫
し
て
編
集
に
努

め
て
き
た
の
が
、
今
号
か
ら
は
ま
た

広
報
な
ど
と
の
合
冊
に
変
わ
っ
た
。

幸
い
館
報
分
は
増
頁
と
な
っ
た
の
で
、

新
企
画
も
含
め
充
実
を
図
る
好
機
と

受
け
止
め
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
時
宜
を
得
た
工
夫
と

い
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
今
月
か
ら

コ
ラ
ム
風
の
囲
み
欄「
瀬
音
」を「
編

集
室
か
ら
」
に
代
え
て
置
く
こ
と
に

し
た
。
内
容
面
で
単
調
の
き
ら
い
が

あ
っ
た
今
ま
で
の
そ
れ
よ
り
も
、
一

人
ひ
と
り
の
持
ち
味
の
よ
う
な
も
の

を
出
せ
る
形
を
、
と
い
う
発
想
か
ら

で
あ
る
。

コ
ラ
ム
は
、
本
来
一
人
の
執
筆
者

に
よ
る
継
続
的
な
短
評
等
を
い
う
が
、

こ
こ
で
は
各
編
集
委
員
の
、
折
に
触

れ
た
考
え
や
感
想
な
ど
を
率
直
に
お

伝
え
す
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
と
の
親

近
感
が
よ
り
深
ま
れ
ば
、
と
願
っ
て

い
る
。

佐
久
平
を
貫
流
す
る
千
曲
川
に
因

ん
だ
こ
の
「
瀬�

音�

」
に
、
し
ば
し
お

耳
を
傾
け
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
く

思
う
。

（
柳
澤
　
徳
明
）

瀬音

公
民
館
報
さ
く
し

第
14
号
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ちょっと
ひとこと

歴
史
講
座
に
参
加
し
て
学
ん
で
い

る
と
興
味
深
く
考
え
る
こ
と
が
あ
る
。

我
々
の
ご
先
祖
は
、
現
代
の
私
た
ち

に
対
し
て
何
等
か
の
形
で
教
訓
を
つ

く
り
、
後
世
に
活
か
し
て
く
れ
る
こ

と
を
強
く
願
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

今
、
日
本
は
大
変
な
時
期
を
迎
え

て
い
る
。
一
例
で
言
え
ば
政
治
や
経

済
が
我
々
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
自

分
勝
手
に
、
一
人
歩
き
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
･
･
･
と
。
昔
の
人
々

が
こ
の
現
実
を
目
の
あ
た
り
に
し
て

い
た
ら
「
未
来
に
向
け
て
我
々
が
苦

労
し
て
経
験
し
て
き
た
教
訓
が
全
く

活
か
さ
れ
て
お
ら
ぬ
で
は
な
い
か
、

け
し
か
ら
ん
。」と
言
う
に
違
い
な
い
。

こ
う
な
っ
た
原
因
は
、
残
さ
れ
た
資

料
に
も
似
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
解

決
に
必
要
な
歴
史
事
実
を
探
れ
ば
、

そ
れ
は
必
ず
先
祖
が
伝
え
た
か
っ
た

粗
筋
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ふ
だ
ん
新
聞
や
テ
レ
ビ
を

見
て
い
て
も
そ
の
教
訓
が
活
か
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
私
は
活
か
さ

れ
て
い
な
い
と
時
々
思
う
。
だ
か
ら

歴
史
を
学
ぶ
と
い
ろ
い
ろ
な
観
点
か

ら
考
え
ら
れ
る
の
で
面
白
く
て
し
よ

う
が
な
い
。

最
後
に
、
二
十
代
の
私
か
ら
皆
様

へ
。
歴
史
を
楽
し
く
学
ぶ
時
、
次
の

言
葉
を
覚
え
て
い
て
も
ら
え
た
ら
う

れ
し
い
と
思
う
。

歴
史
と
は
、
過
去
と
現
在
を
つ
な

ぐ
交
換
日
記
で
あ
る
と
。
“

”

先日の信濃毎日新聞の文化欄に歌人、佐々木幸綱さん
の「われ」を凝視する精神、という記事が載っていて、生
きる根元という欄の最後に「この世には、できるだけ少し
残すべし、たとえば写真は、たった一枚」という歌が載っ
ていた。今の時代の物の豊富さの中で、この歌の意味に
は、深く考えさせられた。佐々木幸綱さんは「われ」と云
う呼び名は年を重ねると、同じ時代に生き共感できる価
値観を持つことで「われら」と変わり、同じ時代に生きて
きた人に温かい感情を抱くと言っていた。
同世代の集まりの話題は、子供の学校のこと、受験の

こと、就職の心配また結婚の話と変わってきた。年を重
ねるにつけ「われら」は「シルバー」と名を変え、「われら」
だけでも生きられず、若い世代の力を借り、肉体はおとろ
えてきても、長年生きてきた知恵をたよりに、物欲を捨
てて、他人にもできることは手を貸し、少し楽しみ方を
見直してみようか、と思っている。個人が生涯残した大
事な物は次の時代にははたして大事な物では無くなって
しまうかもしれない。
このはげしい時代の変化の中で次の時代と共感できる
ものの考え方は・・・と思う時「物」ではなく、親子のきず
な、愛情、心のやさしさ、他人への恕

おもいやり

は、不変のものであ
りたい。

あ
る
旅
行
会
社
の
企
画
ツ
ア
ー
に

参
加
し
た
。
佐
久
市
を
は
じ
め
、
南

は
伊
那
の
方
々
も
乗
り
合
わ
せ
る
と

い
う
バ
ス
の
旅
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
旅
の
参
加
者
の
大
半

は
中
・
高
年
者
で
あ
る
と
い
う
が
、

今
回
は
め
ず
ら
し
く
二
十
歳
前
後
と

思
わ
れ
る
お
嬢
さ
ん
方
が
六
人
乗
り

合
わ
せ
た
。

バ
ス
の
一
番
前
に
陣
取
り
、
乗
り

込
む
や
い
な
や
ビ
ー
ル
・
焼
酎
を
呑

み
は
じ
め
、
奇
声
を
発
す
る
。
ガ
イ

ド
さ
ん
の
説
明
が
よ
く
聞
こ
え
な
い
。

た
ぶ
ん
客
の
多
く
は
、「
今
の
若
者

と
い
う
思
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
静
か
に
な
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
以
後
も
奇
声
を
発
す
る
し
、

派
手
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
続
く
が
、

ガ
イ
ド
さ
ん
は
こ
れ
を
う
ま
く
取
り

上
げ
な
が
ら
、
厳
し
い
注
意
を
し
て

い
く
。
そ
の
う
ち
に
、
ガ
イ
ド
さ
ん

と
若
者
た
ち
の
丁
々
発
止

ち
ょ
う
ち
ょ
う
は
っ
し

が
、
一
種

の
漫
才
の
よ
う
に
な
り
、
車
内
は
笑

い
に
包
ま
れ
て
い
っ
た
。

二
日
目
の
帰
途
、
宵
闇
に
包
ま
れ

る
中
、
次
第
に
客
は
降
り
て
い
く
。

窓
越
し
に
じ
っ
と
目
を
凝
ら
し
、
手

を
振
り
続
け
て
い
る
の
は
そ
の
若
者

た
ち
。

そ
し
て
、
最
後

の
バ
ス
停
と
な
り
、

若
者
と
私
共
が
降

り
る
。
若
者
た
ち

は
ガ
イ
ド
さ
ん
と
手
を
握
り
合
い

「
楽
し
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
。
別
れ

た
く
な
い
。
ず
っ
と
一
緒
に
い
た
い
。

も
う
一
度
ぜ
ひ
会
っ
て
ね
」
な
ど
口

々
に
言
う
。
涙
し
て
い
る
者
も
い
る
。

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
若
者
た
ち
の
心

を
ひ
き
つ
け
た
の
は
何
か
。
か
な
り

ス
ト
レ
ー
ト
に
注
意
し
て
い
た
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
若
者
た
ち
に
惜
別

と
感
謝
の
念
を
湧
き
立
た
せ
た
の
は
、

ガ
イ
ド
さ
ん
の
『
切
り
捨
て
な
い
広

い
愛
の
心
』
と
言
え
よ
う
か
。

（
人
権
同
和
教
育
推
進
員

高
橋
　
基
）

は
、
な
ん
と
無
礼
な
ん
だ
ろ
う
」「
車

内
の
他
の
客
の
こ
と
を
考
え
て
い
な

い
の
か
」
と
思
っ
た
に
違
い
な
い
。

私
も
同
様
に
眉
を
ひ
そ
め
た
。
し

か
し
、
だ
れ
も
注
意
し
な
い
。
私
も

見
て
見
ぬ
振
り
を
し
て
い
る
。

し
ば
ら
く
し
て
ガ
イ
ド
さ
ん
が

「
今
日
は
若
い
人
た
ち
が
一
緒
だ
か
ら

に
ぎ
や
か
で
い
い
わ
ね
。
お
じ
さ
ん

達
う
れ
し
い
で
し
ょ
う
（
乗
客
は
苦

笑
）。
で
も
、
私
が
話
を
し
て
い
る
時

は
静
か
に
聞
く
も
の
よ
。
み
ん
な
聞

き
た
が
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
」

拍
手
が
わ
い
た
。
我
々
の
言
い
た

い
こ
と
を
よ
く
ぞ
言
っ
て
く
れ
た
、

切
り
捨
て
な
い

広
い
愛
の
心

人権 
シリーズ 
人権 
シリーズ 

雑　感
中込　平林あい子 歴史は先祖からの

メッセージ
望月印内　　高橋　和洋



小さな町から大きな夢を！

～第14回花園町おたのしみ会開催～
春を楽しむ

～楽しくクッキング！～
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あれこれ
浅間地区

3月5日、花園町集会室にておたのしみ会（区民の
集い）が開催されました。65歳以上の方を招待し、
子どもから高齢の方まで、総勢128名の区民が参加
しました。恒例になった演芸では、各年代・団体の
皆さんが趣向を凝らした出し物を披露して、会場を
沸かせてくれました。
変わりゆく時代の中で、地域の世代間交流の場と
して大切にしていきたい花園町公民館の行事です。

盆栽の基礎から学習し、これからの盆栽づくりに
役立てるための「初心者盆栽教室」。３回シリーズ
の３回目の教室が３月11日に開かれました。
講師の川手勝利さん所有の真柏を使っての植え替
え講習に、受講生からは「なるほど、そうやってや
るんだ」という感心しきりの声。質問がいっぱい飛
び交い、あっという間に教室終了。自然がお手本の
盆栽づくりへの挑戦は始まったばかりです。

よい作品をつくるために

～初心者盆栽教室～

４月11日�にFMさくだいらで放送されました
「さく咲くステーション火曜日」に出演しました。
陶友会は、陶芸のグループで毎月第１・３月曜日
の夜に学習しており、ベテランも初心者も仲良く、
互いに教わりながら作品を作っています。
FMさくだいらでは、毎月第２火曜日に公民館で

活躍する仲間を紹介しております。ぜひお聴きくだ
さい。

公民館学習グループ

「陶友会」FMさくだいらに出演

中込地区

身近な材料を使って簡単でバランスの良い食事作
りをテーマに季節ごとに開催してきました。
３月は、たまたま春休みで帰ってきていた一人暮
らしを始めた大学生も交えて、ふきのとうやウドを
使い春の香りたっぷりの料理を楽しみました。学生
さんからは「一人暮らしをして食べ物がたいへんだ
ったが、これからはがん張れそうです。」との感想
がありました。「食事は楽しく作って、楽しくいた
だくことが大切ですね。」講師の中村美登里先生か
らの一言でした。

臼田地区浅科地区



親子ふれあい学級

～リトミック教室～

市内めぐり!「歴史を学ぼう」講座

～城跡・寺院と佐久鯉の郷を訪ねて～
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ふれあい行事

野沢地区

音楽にあわせて身体全体で表現することの楽しさ
を体験させるリトミック教室。講師の上原昌子先生
の指導のもとこの教室も三年目をむかえました。参
加者の中にはお母さんだけでなくお父さんも子供さ
んと一緒にゲームや音楽あそびに積極的に加わり楽
しい一時を過ごしていました。

望月地区

春の陽気に誘われて、３月5日、20名の皆さんと
ともに市内の史跡と施設などを見学しました。
午前中は戦国武将依田信蕃が討死した岩尾城と桃
源院、菩提寺蕃松院を。城郭の桜の蕾も固い龍岡城
五稜郭・新海三社神社を見学して湖月荘にて昼食。
入浴も楽しんだ午後は、佐久水産試験場でシナノユ
キマスの孵化やチョウザメなどを観察。最後は佐久
鯉発祥の地、桜井地区を散策して鯉料理に舌鼓。
見学では、講師の佐藤先生を初めとして、住職・宮
司・文化センター館長・場長さん方の懇切な解説
で、その時代やご苦労へと思いを馳せることができ、
次回への参加を心待ちにしている皆さんでした。

～新子田区文化祭行われる～

東 地 区

平
成
18
年
度
佐
久
市
公
民
館

通
信
俳
句
講
座
会
員
募
集

佐
久
市
公
民
館
で
は
通
信
俳
句
講
座
の
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

入
会
ご
希
望
の
方
は
、
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
毎
月
、
月
末
ま
で
に
一
枚
の
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
と

５
句
を
記
入
の
上
、
佐
久
市
公
民
館
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

毎
月
、
選
者
の
選
評
を
添
え
て
句
集
を
送
り
ま
す
。

○
会
　
　
費

年
二
千
円

○
選
　
　
者

萩
原
　
玉
子
先
生
（
佐
久
市
俳
句
連
盟
副
会
長
）

○
申
込
み
先

〒
３
８
５
―
０
０
５
１
　
佐
久
市
中
込
２
９
４
７
番
地

佐
久
市
公
民
館
（
�

０
２
６
７
―
６
４
―
０
５
５
１
）

東地区では17年度最終の文化祭が新子田区で盛大
に行われました。展示物は年々多くなり多様な作品
が館内一杯でした。小学生から高齢者まで丹精こめ
られた作品に驚きの声が聞こえました。舞台発表で
は、子どもたちも一緒のマツケンサンバやフラダン
スなどで盛り上がりました。雪降りの朝でしたが、
餅つき大会や焼き鳥など賑やかな催しもあり天候も
回復し、充実した文化祭でした。
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短

歌

草
間
八
千
代
　
先
生
選

上
平
尾

中
　
澤
　
喜
代
子

車
椅
子
く
り
ゆ
く
若
者
葉
桜
の
下
通
る
時
み
ど
り
に
染
ま
る

瀬
　
戸

小
須
田
　
照
　
義

か
つ
て
我
が
征
き
し
島
じ
ま
思
ひ
出
づ
ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ
マ
ン
ゴ
ー
、
ド
リ
ヤ
ン

小
田
井

武
　
井
　
　
　
勇

バ
イ
ン
ダ
ー
で
刈
り
終
へ
し
田
に
着
ぶ
く
れ
て
妻
と
二
人
で
落
穂
を
拾
ふ

佐
藤
い
く
　
先
生
選

平
　
賀

市
　
川
　
和
　
子

来
む
季と

き
に
い
の
ち
ま
ば
ゆ
く
�て

る
も
の
を
ひ
た
と
抱
き
佐
久
の
山
川
は
冬

岩
村
田

中
　
沢
　
富
士
子

夕
光
に
お
の
れ
を
紅
く
燃
え
た
た
す
秋
の
を
は
り
を
意
志
も
つ
さ
く
ら

長
土
呂

神
　
津
　
公
　
子

あ
か
ま
ん
ま
わ
れ
よ
り
つ
よ
く
し
な
や
か
に
無
数
の
種
子
を
土
に
こ
ぼ
し
き

白
川
隆
志
　
先
生
選

岩
村
田

中
　
沢
　
富
士
子

仕
合
せ
は
感
じ
る
も
の
と
そ
よ
風
が
春
の
ス
カ
ー
フ
く
す
ぐ
り
て
過
ぐ

佐
久
穂
町

井
　
出
　
志
づ
よ

霜
の
朝
落
葉
は
く
わ
れ
に
モ
ー
ニ
イ
と
声
か
け
行
け
り
異
国
の
青
年

岩
村
田

室
　
賀
　
彰
　
子

喀
血
に
命
絶
え
た
る
夫つ

ま
の
事
顕た

た
せ
て
心
乱
す
緋
牡
丹

中
島
雅
子
　
先
生
選

瀬
　
戸

内
　
藤
　
洋
　
子

た
だ
歌
を
歌
え
ば
い
い
と
風
に
向
き
自
転
車
を
漕
ぐ
冬
待
ち
な
が
ら

長
土
呂

神
　
津
　
公
　
子

け
ふ
生あ

れ
し
を
さ
な
ご
の
こ
と
ば
「
い
っ
し
ょ
に
ね
」

レ
モ
ン
の
香
と
て
い
と
ほ
し
み
け
り

平
　
賀

市
　
川
　
和
　
子

来
む
季と

き
に
い
の
ち
ま
ば
ゆ
く
�て

る
も
の
を
ひ
た
と
抱
き
佐
久
の
山
川
は
冬

鍋
島
美
春
　
先
生
選

臼
　
田

佐
々
木
　
嘉
三
郎

老
い
ぬ
れ
ど
吾
が
身
に
滾た

ぎ
る
血
の
あ
り
て
上
り
ゆ
く
棟
じ
っ
と
見
据
え
る

小
田
井

武
　
井
　
　
　
勇

バ
イ
ン
ダ
ー
で
刈
り
終
へ
し
田
に
着
ぶ
く
れ
て
妻
と
二
人
で
落
穂
を
拾
ふ

田
　
口

加
　
藤
　
京
　
子

落
花
生
あ
ず
き
黒
豆
干
す
ム
シ
ロ
日
向
を
追
ひ
て
庭
引
き
廻
す

〈
一
般
の
部
〉

第
１
回

佐
久
市
短
詩
型
文
学
祭

特
選
作
品
紹
介

※
紙
面
の
都
合
上
選
評
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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俳

句

楜
沢
一
郎
　
先
生
選

物
差
し
に
旧
姓
の
あ
り
夜
長
妻
　

矢
　
嶋

佐
　
　
　
鉄
　
城

池
の
鯉
は
ね
て
満
月
歪
め
け
り
　

下
小
田
切

篠
　
原
　
清
　
人

ち
ち
ろ
の
夜
更
け
て
ひ
と
り
の
厨
事
　

平
　
賀

内
　
堀
　
正
　
江

関
加
田
志
　
先
生
選

柿
二
百
剥
き
て
の
こ
り
し
肩
の
凝

湯
　
原

瀬
　
下
　
ツ
ル
イ

初
霰
矮
鶏
頓
狂
な
声
発
す

望
　
月

真
　
山
　
　
　
尹

枯
れ
菊
を
括
れ
ば
香
り
走
り
出
す

前
　
山

割
　
田
　
あ
き
子

堀
口
星
眠
　
先
生
選

枯
れ
菊
を
括
れ
ば
香
り
走
り
出
す

前
　
山
　
　
割
　
田
　
あ
き
子

田
の
神
も
笑
顔
で
祝
ふ
豊
の
秋

鳴
　
瀬
　
　
岡
　
村
　
美
佐
子

毛
糸
編
み
夕
べ
の
段
は
み
な
解
き

下
　
越
　
　
宮
　
沢
　
春
　
花

丸
山
正
俊
　
先
生
選

綿
虫
や
文
字
深
彫
り
の
戰
没
碑

常
　
和

鈴
　
木
　
愛
　
子

行
き
過
ぎ
て

り
て
萩
の
白
さ
か
な

入
　
沢

三
　
石
　
百
　
世

悲
話
秘
む
る
姫
岩
隠
し
霧
襖

内
　
山

萩
　
原
　
玉
　
子

柳
沢
ゆ
づ
る
　
先
生
選

悲
話
秘
む
る
姫
岩
隠
し
霧
襖

内
　
山

萩
　
原
　
玉
　
子

杜
氏

と
う
じ

来
る
夜
は
北
斗
の
は
な
や
げ
り

望
　
月

真
　
山
　
　
　
尹

ま
つ
す
ぐ
に
千
曲
川
へ
向
か
ふ
落
し
水

平
　
賀

飯
　
島
　
八
代
恵

〈
一
般
の
部
〉

第１回 佐久市短詩型文学祭
特選作品紹介
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公 民 館 お―さ―そ―い―カ―レ―ン―ダ―ー
原則として申込みが必要です。詳しくは各地区館までお問い合わせください。

■浅間地区館 @67－2110 ■野沢地区館 @62－0116 ■中込地区館 @62－0504 ■東地区館 @67－2545

学級及び学習内容 日　時 場　所 講師・指導者 費用・持物等

浅
間
地
区
館

野
沢
地
区
館

中
込
地
区
館

東
地
区
館

市民ふれあい学級

世代間交流学級

市民ふれあい学級

市民ふれあい学級

◎家庭料理教室A ～お赤飯～
硬くならない赤紫蘇入り赤飯を作ります。
お祝いのお膳や行楽にいかがでしょうか。

５月17日¹ 9:30～13:00 浅間会館 平山　貞先生 〈材料費〉500円程度
持ち物：エプロン、筆記用具

◎春の自然探索　鬼無里 奥裾花自然園
81万本のミズバショウで有名な鬼無里を訪れ
ます。

５月25日º
出発 7:00（予定）
帰着18:00（予定）

鬼無里 中山　洌先生
〈参加費〉4500円程度
持物：昼食、水筒、雨具、防寒具など
※詳細は申込者に直接連絡します。

◎さわやか健康づくり教室（太極拳）A
〃 B
〃 C

初心者向けの太極拳です。運動不足を解消しま
せんか。

６月 ７日¹ 9:30～11:30
６月14日¹ 9:30～11:30
６月21日¹ 9:30～11:30

浅間会館
〃
〃

清水富貴子先生
〃
〃

運動のできる支度で
持物：上履き（底の厚くない運動靴）、

飲み物（水分補給用）

世代間交流学級
◎かしわもち・草もち作り
みんなで楽しくおもち作りに挑戦しましょう。
お子様の参加大歓迎です。

６月24日¼13:00～15:30 浅間会館 ともがきの皆さん〈参加費〉100円
持物：エプロン

◎草物盆栽教室
盆栽・草物寄せ植え講座

５月25日º13:00～15:00 野沢会館
（創作室）

木下静夫先生 〈材料費〉実費
定員20名

◎おやきつくり
簡単でおいしいおやきつくりに挑戦しましょう。

５月26日» 9:30～13:00 野沢会館
（調理室）

中村孝子先生 〈材料費〉実費
エプロン持参

親子ふれあい学級
◎陶芸教室
手づくりを楽しもう！
自分の宝物を作りましょう。

５月20日¼作陶
9:30～12:00

６月 ３日¼釉薬
10:00～12:00

野沢会館
（創作室）

〃

佐藤山章彦先生

〃

〈材料費〉実費
＊汚れても良い服装で

◎スケッチ・水彩画教室
爽やかな５月の風の中、スケッチには最高です！ ５月11日º 9:30～15:30 中込会館 田中良則先生 水彩画の道具

◎ミニ盆栽寄せ植え教室
赤松や・山もみじ・岩しでなどを使って寄せ植え
ミニ盆栽を作ります。

５月20日¼13:00～16:00
６月17日¼13:00～16:00
７月15日¼13:00～16:00

中込会館
〃
〃

三浦文美先生
〃
〃

〈参加費〉500円程度
詳細は申込者に直接連絡します。

◎美術館と市内めぐり
佐久市立近代美術館と市内のちょっといいとこ
ろを見学します。

５月25日º 9:30集合
15:30解散

中込会館 美術館学芸員他 詳細は申込者に直接連絡します。

◎楽しくクッキング
いつもの材料を使って、季節感のあるバランス
の良い献立。男性の参加大歓迎。

５月30日¸ 9:30～12:30 中込会館 中村美登里先生〈参加費〉500円程度

◎ハーモニカで楽しく
ハーモニカの澄んだ音色を楽しみましょう。
ハーモニカのほしい方は注文をとります。

６月９日» 10:00～11:30 中込会館 井上文雄先生
杉浦美都子先生

持ち物　ハーモニカ

◎隣の町を見てみよう
お隣御代田町の工場や文化施設などを見学し
ます。

６月20日¸ 9:30集合
15:30解散

中込会館 詳細は申込者に直接連絡します。

◎健康講座
―百まで生きるぞー健康体操
楽しく“佐久市健康長寿体操”を覚えましょう。

５月11日º14:00～15:30 東会館 原田岸子先生 〈参加費〉無料
体操のできる支度

◎健康講座
家族の健康を考えて…父の日に向けて
・手早くできる本格的“和風ローストビーフ”と
“ホットプレートパン”
・デザートに軽くておいしい“焼プリン”

５月25日º 9:30～12:00 東会館 内田すみ江先生〈材料代〉500円程度予定しています。
料理のできる支度
申込必要

◎自然散策
新潟の原子力発電と文化、歴史を訪ねよう
・刈羽原子力発電所・天領の里、良寛堂、他

６月８日º 6:00出発
18:00帰着予定

新　潟
柏崎方面

中澤博夫先生 〈参加費〉5,500円
申込受付5月8日·～
募集人員45名

世代間交流学級
◎楽しく体験しよう
―盆栽、ミニ盆栽を育てよう―2回講座
①挿し木、挿し芽の植替え・他

①５月27日¼ 9:30～11:30
②６月24日¼ 9:30～11:30

東会館
〃

花里暢悦先生
〃

〈材料代〉実費
汚れても良い支度

親子ふれあい学級
◎楽しく作ろう 陶芸を楽しもう―2回講座
①作品づくり 自分だけの器をつくりましょう。
②模様づけ、釉薬かけ

①６月17日¼ 9:30～11:30
②７月15日¼ 9:30～11:30

東会館
〃

城田　領先生
〃

〈材料代〉500円程度
夫婦の湯のみ程度のものができます。
汚れても良い手拭いと支度
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公 民 館 お―さ―そ―い―カ―レ―ン―ダ―ー
原則として申込みが必要です。詳しくは各地区館までお問い合わせください。

■臼田地区館 @82－2106 ■浅科地区館 @58－3957 ■望月地区館 @53－2548

四
月
一
日
よ
り
佐
久
市
の
公
民

館
の
職
員
体
制
は
次
の
と
お
り

で
す
。
お
気
軽
に
声
を
お
か
け

く
だ
さ
い
。

●
佐
久
市
公
民
館
（
本
館
）

公
民
館
長

西
田
　
和
彦

公
民
館
事
務
長

上
野
　
展
浩

公
民
館
係
長

岡
部
　
政
也

主
　
　
事

白
石
　
賢
次

主
　
　
事

木
曽
　
輝
彦

主
　
事
（
臨
）

森
角
　
純
枝

●
浅
間
地
区
館

地
区
館
長

山
口
三
男
雄

主
　
　
事

丸
山
美
代
子

●
野
沢
地
区
館

地
区
館
長

荻
原
　
　
満

主
　
事
（
臨
）

神
津
　
啓
子

●
中
込
地
区
館

地
区
館
長

中
澤
　
文
男

主
　
　
事

吉
澤
え
つ
子

●
東
地
区
館

地
区
館
長

土
屋
　
盛
夫

主
　
事
（
臨
）

伴
野
　
冷
子

●
臼
田
地
区
館

地
区
館
長

鷹
野
　
敏
彦

主
　
　
事

本
田
喜
久
利

●
浅
科
地
区
館

地
区
館
長

松
川
　
　
優

主
　
　
事

木
次
い
ず
美

●
望
月
地
区
館

地
区
館
長

安
川
　
叡
春

主
　
　
事

竹
上
　
正
一

公民館学習グループ紹介に関する変更のお知らせ
野沢地区 ●大正琴の会 第２・４¸ � 第２・４ºに変更　　●手芸２� 新代表が高見沢栄子さんに変更

●リメーク教室 第２・４» � 第２・４ºに変更

佐
久
市
公
民
館
職
員
の
紹
介

学級及び学習内容 日　時 場　所 講師・指導者 費用・持物等

臼
田
地
区
館

浅
科
地
区
館

望
月
地
区
館

市民ふれあい学級

親子ふれあい学級「子ども活動」

世代間交流学級

◎韓国語入門教室（10回シリーズ）
韓国語の基礎から学習し、韓国文化を理解し
ながら楽しく交流してみませんか。

①６月10日¼ 19:00～21:00
②６月17日¼ 19:00～21:00
③７月 １日¼ 19:00～21:00
④７月15日¼ 19:00～21:00
⑤７月29日¼ 19:00～21:00
⑥８月19日¼ 19:00～21:00
⑦８月26日¼ 19:00～21:00
⑧９月 ９日¼ 19:00～21:00
⑨９月16日¼ 19:00～21:00
⑩９月30日¼ 19:00～21:00

あいとぴあ臼田
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

金　秀玉先生
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

テキスト代2,310円
＊申込受付は5月10日¹から。
定員25名

◎忍者
たこ糸をひっぱるとカタカタ上に登るよ ５月13日¼13:30～15:00 浅科地区館 森泉恒男先生 工作用具

◎ぶんぶんごま
ぶんぶん音をたてて回るよ ５月27日¼13:30～15:00 浅科地区館 森泉恒男先生 工作用具、ボタン（大きなもの）

世代間交流学級
◎「囲碁・将棋ひろば」
第２・４土曜日に行っています
どなたでも参加できます

５月13日¼ 9:30～11:30
５月27日¼ 9:30～11:30

浅科地区館
〃

◎愛唱歌合唱講座 うたごえホール
今年度で６年目を迎えます。どなたも気軽に
参加できますので、お申し込みお待ちしてい
ます。

①５月17日¹（毎月第３水
曜日)13:30～15:00
②５月21日¹（毎月第４水
曜日)13:30～15:00

駒の里ふれあい
センター

〃

小林美智子先生

〃

〈参加費年会費〉1,000円
申し込み受付期間 ４月20日º～
５月10日¹まで（当日も受付可能）
初回にお申し込み下さい。

市民ふれあい学級

◎市内めぐり（史跡めぐり）
６月18日¶ 9:00～16:00 市内各所 佐藤純一郎先生

〈参加費〉2,000円
申し込み受付期間
6月1日º～6月13日¸定員先着20名

親子ふれあい学級

小満祭作品展 と き　5月20日¼～21日¶午前９時00分～午後５時00分　　 ところ あいとぴあ臼田ホール
内　容　盆栽を中心に、地区館や地域の学習グループによる作品展示
※小満祭へお出かけの際には、ご近所・お友だち誘い合って作品展にもお立ち寄りください。

◎大正琴教室
第２土曜日に行っています。子どもから大
人までどなたでも参加できます

５月13日¼ 9:30～11:00 浅科福祉
センター

岩下佐知子先生 ある方は大正琴

◎染物教室（4回コース）
季節の草花を使って、スカーフやハンカチに
染色してみませんか。お申し込みお待ちして
います。

①５月24日¹13:30～16:00

②６月28日¹13:30～16:00

駒の里ふれあい
センター

〃

望月多恵子先生

〃

〈参加費〉実費負担
申し込み受付期間
4月10日·～5月19日»まで
定員先着20名
初回にお申し込み下さい。

◎親子で楽しいおやつづくり
できあがったおやつの試食を一緒にしましょう。

５月28日¹ 10:00～13:00
望月地域コミュ
ニティセンター 児玉千恵先生 〈参加費〉実費負担

申し込み受付期間 ５月19日»締め切り

◎初級デジタルカメラ教室
初級講座です。
望月中学校の設備の充実した教室をお借りし
て、カメラとプリントの基本操作を学びましょう。

６月７日¹ 13:30～16:00 望月中学校
コンピューター室

小沢茂久先生
〈参加費〉実費負担
申し込み受付期間
5月19日»～5月31日¹まで
定員先着20名

◎ネイチャーゲーム
（自然とのふれあい教室）

６月11日¶ 9:00～12:00 駒の里ふれあい
センター

田中　功先生
田中邦子先生

〈参加費〉無料
申し込み受付期間
5月26日»～6月6日¸定員先着30名
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―
同
じ
目
線
で
会
話
が

で
き
る
よ
う
に
―

二
月
二
十
四
日
!
曇
り
後
雨

雨
の
降
り
そ
う
な
寒
い
日
の
為
か

公
園
な
ど
に
子
ど
も
達
の
姿
が
見
ら

れ
な
い
。
中
島
公
園
、
城
山
公
園
共

に
素
晴
ら
し
い
公
園
で
、
遊
具
が
な

く
て
も
、
子
ど
も
達
の
工
夫
次
第
で
、

ど
ん
な
遊
び
も
で
き
そ
う
な
場
だ
と

思
っ
た
。
安
心
し
て
遊
べ
る
よ
う
守

る
の
が
大
人
の
役
目
と
再
確
認
。
世

代
を
超
え
た
交
流
が
で
き
る
場
と
な

る
事
を
願
っ
た
。
書
店
の
中
で
高
一

の
女
の
子
に
声
を
か
け
る
と
、
何
と

も
凛
と
し
た
応
対
で
、
真
っ
直
ぐ
見

つ
め
る
目
は
、
同
じ
女
性
と
し
て
尊

敬
で
き
た
。「
気
を
つ
け
て
帰
っ
て
ね
」

と
伝
え
る
と
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
頭
を
下
げ
て
く
れ
た
。
毎

回
巡
回
の
中
で
素
敵
な
出
会
い
が
あ

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
た
。
巡
回
中
、

子
ど
も
と
決
め
つ
け
、
上
か
ら
投
げ

か
け
る
言
葉
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち

な
自
分
を
反
省
す
る
と
共
に
、
街
で

出
会
っ
た
彼
等
に
は
同
じ
目
線
で
会

話
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。
時
に
は
腕
章
無
し
で
地
域

の
お
せ
っ
か
い
な
大
人
と
し
て
歩
い

て
み
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
だ
と
改

め
て
感
じ
た
。

（
臼
田
地
区
　
Ｈ
・
Ｍ
）

―
Ａ
Ｖ
自
販
機
の
設
置
を

許
さ
な
い
地
域
に
―

二
月
二
十
七
日
（
月
）
晴
れ

臼
田
地
区
「
ア
ダ
ル
ト
自
動
販
売

機
」
の
設
置
場
所
を
見
に
行
く
。
こ

の
よ
う
な
自
販
機
自
体
問
題
で
あ
る

が
、
加
え
て
周
囲
の
ゴ
ミ
等
の
散
乱

が
見
苦
し
く
環
境
的
に
も
非
常
に
悪

い
と
感
じ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
自
販
機
の
場
合
、
撤

去
要
望
を
し
て
も
、
な
か
な
か
応
じ

て
も
ら
え
な
い
。
法
的
に
違
反
し
て

い
な
い
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
現
状
だ
。

今
後
は
条
例
の
制
定
が
ど
う
し
て
も

顔
で
出
発

佐
久
っ
子
た
ち

四
月
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
一
ヶ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
新
し
い

環
境
に
慣
れ
た
で
し
ょ
う
か
、
友
達

は
で
き
た
よ
う
で
す
か
？
一
年
生
が

元
気
に
登
校
し
て
い
る
姿
や
、
背
中

の
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
が
揺
れ
て
い

る
姿
に
、希
望
や
力
強
さ
を
感
じ
「
ほ

っ
と
」
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

自
然
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
で
、
多

く
の
経
験
を
し
て
、
た
く
ま
し
く
育

っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

子
ど
も
達
が
す
く
す
く
育
つ
よ
う

な
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
の
力

を
結
集
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

笑五
月
は
二
十
一
日
で
す

木
々
の
芽
吹
き
が

美
し
い
季
節
で
す

お
弁
当
を
つ
く
っ
て

そ
よ
風
に
の
っ
て

家
族
み
ん
な
で

自
然
の
中
で

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か

必
要
の
よ
う

だ
。ホ

ー
ム
セ

ン
タ
ー
と
Ｋ

書
店
で
、
子
ど
も
達
の
こ
と
で
困
っ

て
い
る
こ
と
は
な
い
か
話
を
聞
い
て

み
た
。
両
店
と
も
、
現
状
で
は
問
題

な
い
と
の
事
。

臼
田
小
学
校
周
辺
で
は
、
下
校
時

で
も
あ
り
、
多
く
の
子
ど
も
達
と
明

る
い
挨
拶
や
話
を
交
わ
す
こ
と
が
で

き
た
。

書
店
で
は
、
臼
田
小
学
校
の
「
子

ど
も
達
の
挨
拶
が
良
い
わ
け
は
、
あ

る
教
頭
先
生
が
挨
拶
や
交
通
安
全
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
そ
の

輪
が
広
が
り
自
然
に
挨
拶
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
お
聴
き

し
た
。
大
変
参
考
に
な
り
、
感
心
さ

せ
ら
れ
た
。

補
導
委
員
に
と
っ
て
久
し
ぶ
り
の

気
持
ち
の
良
い
巡
回
日
だ
っ
た
。

(

中
込
地
区
　
Ｎ
・
Ｔ)

毎
月
第
三
日
曜
日
は

「
家
庭
の
日
」

補
導
日
誌
よ
り

心
の
広
い
大
人
っ
て
…

�

子
ど
も
の
良
い
と
こ
ろ
は

ほ
め

悪
い
と
こ
ろ
は
叱
る
こ
と
が
で
き
る
大
人

�

子
ど
も
の
話
を
聞
い
て
あ
げ
ら
れ
る
大
人

�

子
ど
も
と
一
緒
に
悩
ん
で
く
れ
る
大
人

�

子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
ら
れ
る
大
人

ドキドキ! ワクワク! の入学式

q

佐久市少年センターとは…
佐久市少年センターでは、市内各地区から選出された81名の

補導委員が中心となり子ども達の下校時刻にあわせて、青少年へ
の「声がけ」などを行い青少年の健全育成や、非行防止のための
活動を行っています。また、専門補導委員による青少年に関する
相談も行っております。
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さ
く
だ
い
ら

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
に
、
明
る
い
春

の
日
差
し
の
中
を
、
入
学
し
た
ば
か

り
の
新
一
年
生
が
駆
け
て
行
く
。
周

囲
の
山
々
の
雪
も
消
え
、
風
光
り
、

佐
久
の
空
は
限
り
な
く
蒼
く
広
い
。

◆
青
少
年
補
導
委
員
協
議
会
の
街
頭

補
導
活
動
も
、
合
併
に
よ
る
新
た
な

体
制
か
ら
一
年
が
す
ぎ
、
更
な
る
充

実
し
た
活
動
が
期
待
さ
れ
る
。

◆
最
近
は
、
家
庭
に
お
け
る
家
族
の

団
ら
ん
が
少
な
く
、
ま
た
、
共
同
体

と
し
て
生
活
す
る
地
域
の
人
々
の
間

で
も
、
た
す
け
あ
い
や
協
調
の
精
神

い
わ
ゆ
る
「
ご
近
所
づ
き
あ
い
」
が

希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
言
わ
れ

る
。
そ
の
よ
う
な
指
摘
か
ら
も
「
地

域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
ろ
う
」
と

い
う
運
動
は
、
単
な
る
通
学
路
の
安

全
確
保
に
と
ど
ま
ら
ず
、
信
頼
と
愛

情
に
結
ば
れ
た
地
域
共
同
体
を
つ
く

り
あ
げ
て
い
く
上
で
、
大
き
な
意
義

を
持
つ
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
活
動

に
多
く
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
こ
と
は
、
子
ど
も
達
に
と
っ

て
大
変
あ
り
が
た
い
。

◆
こ
れ
か
ら
も
、
関
係
諸
団
体
が
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
と
力
を
合
わ
せ
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
向
け
て
、
粘

り
強
い
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

地域の子どもは地域で守る
高瀬地区・長土呂地区・春日地区

地域のボランティアの方による、“子ども見守り隊”。登校時、
下校時の子ども達の安全のため、通学路へ出てくれています。保
護者からは「子ども達がボランティアの方と顔見知りになり、朝
のあいさつなどよくできるようになった。」と、思わぬ効果もあるようです。
また、保護者の中でも、帰宅時間に合わせて、外にでるようにしているなど、“地域の子どもは地域
で守る”の心が広まってきています。

子育ては、地域のネットワークづくり
望月地区　子育て応援団ぷりままハウス

－子どもが育つ環境を整えてあげるのは親の役目－
ねがいは一つ“子どもたちよ健やかに”
子育ての先輩として、子育て中のお母さんたちへのアドバイス
や、地域の子育てに関わる場へのお手伝いが出来ないかと平成13
年に発足した「子育て応援団ぷりままハウス」。発足当初から、自
分達がやりたいことを、無理なく、楽しむをモットーに活動中。

家庭でのしつけが不足していると言われている中、しつける側の親も子育てに悩み、不安を感じて
いるのが現状。そんな「お母さんたちをサポートしつつ、地域の輪を広げ、望月発の子育てネットワ
ークを佐久全域に広げていきたい。
子どもが育つ環境を整えてあげるの
は親の役目だから」と代表の有田さん。
最近の活動として、｢ひろみちお兄

さん子育て講演会｣を開催しました。

子育てのコツ ―ひろみちお兄さん子育て講演会より―
�一日に５分でも10分でもいいから親子で見つめあい
ましょう！

�子ども達が何かに挑戦して出来た時は、たくさんほめ
てあげましょう！

温かい家庭と、温かい地域に育まれた子ども達、きっとステキな大人に…

地域 のちから  

各地区のみなさんによる子どもたちへの
あたたかい支援の様子が、市内各地域から寄せられています。

いくつかを紹介します。

高瀬地区の様子

子育て講演会実行委員会の
みなさん
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読
解
力
の
低
下

二
○
○
四
年
十
二
月
七
日
、
二
○

○
三
年
に
実
施
さ
れ
た
経
済
協
力
開

発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
に
よ
る
第
二

回
目
の
「
生
徒
の
学
習
到
達
度
調
査
」

の
調
査
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。
日
本

は
「
読
解
力
」
の
得
点
が
八
位
か
ら

十
四
位
に
な
り
、
新
聞
各
紙
も
日
本

の
学
力
が
世
界
の
ト
ッ
プ
か
ら
転
落

な
ど
と
報
じ
ら
れ
た
こ
と
も
記
憶
に

新
し
い
。

一
方
、
二
○
○
○
年
に
実
施
さ
れ

た
、
第
一
回
で
も
、
ま
た
今
回
の
第

二
回
で
も
ト
ッ
プ
だ
っ
た
の
は
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
で
あ
っ
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
い
う
国

人
口
は
、
約
五
百
三
十
万
人
と
言

う
か
ら
兵
庫
県
く
ら
い
の
人
口
で
あ

る
。
こ
の
冬
の
ト
リ
ノ
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
も
、
日
本
は
荒
川
選
手
の

メ
ダ
ル
一
個
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
メ
ダ
ル
を
九
個
獲

得
し
て
い
る
。

さ
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
地
域
図

書
館
や
図
書
室
は
、
コ
ン
ビ
ニ
の
数

よ
り
多
い
と
言
う
。
子
ど
も
た
ち
の

家
庭
で
も
、
社
会
で
も
読
書
は
大
切

な
こ
と
と
位
置
付
い
て
い
る
。
趣
味

を
読
書
と
応
え
る
生
徒
も
世
界
第
一

位
。
さ
ら
に
、
移
動
図
書
館
も
毎
週

学
校
を
訪
れ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う

に
読
書
に
対
す
る
関
心
が
社
会
全
般

に
浸
透
し
て
お
り
、
読
書
は
、
生
き

て
い
く
上
で
必
要
な
生
活
の
一
部
と

考
え
る
読
書
文
化
の
素
地
が
醸
成
さ

れ
て
い
る
。

「
個
＝
私
」
を
育
て
て
く
れ
る

ひ
と
、
地
域
」

一
方
、
日
本
で
は
、
図
書
館
が
あ

っ
て
も
そ
れ
を
利
用
す
る
人
が
少
な

い
の
で
は
な
い
か
。
子
ど
も
の
活
字

離
れ
は
、
子
ど
も
に
限
ら
れ
た
問
題

で
は
な
い
。
大
人
の
読
書
離
れ
の
姿

を
写
し
た
大
人
に
起
因
し
て
い
る
問

題
と
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
。
大

人
も
も
っ
と
読
書
を
す
る
姿
を
子
ど

も
に
見
せ
、
そ
の
姿
を
見
て
子
ど
も

は
育
つ
と
思
う
。

そ
の
一
方
で
、
大
人
も
子
ど
も
の

姿
か
ら
課
題
を
学
び
、
前
向
き
に
生

き
よ
う
と
す
る
こ
と
こ
そ
生
き
た
生

涯
学
習
社
会
の
姿
で
あ
ろ
う
。
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
に
は
、
子
ど
も
は
社
会
み

ん
な
の
子
ど
も
だ
と
い
う
姿
勢
が
徹

底
し
て
い
る
。

大
人
が
変
わ
る
こ
と

テ
レ
ビ
の
見
過
ぎ
が
問
わ
れ
て
、

も
う
久
し
い
。
他
の
先
進
国
の
二
倍

は
視
聴
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

映
像
は
直
感
的
に
理
解
で
き
、
受

容
的
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
Ｔ
Ｖ
は

気
楽
で
実
に
楽
し
い
。
こ
れ
に
対
し

て
「
読
書
」
は
根
気
・
想
像
力
・
思

考
力
・
判
断
力
が
求
め
ら
れ
て
く
る
。

頭
を
使
わ
ず
に
楽
な
こ
と
だ
け
や
っ

て
い
れ
ば
、
当
然
学
力
の
低
下
に
繋

が
り
、
読
解
力
の
低
下
は
否
め
な
い
。

そ
こ
で
、
Ｔ
Ｖ
の
時
間
を
も
う
少
し

減
ら
し
て
、
そ
の
分
読
書
の
時
間
を

確
保
で
き
な
い
か
と
言
う
こ
と
で
あ

る
。
た
と
え
十
五
分
間
で
も
。
そ
の

十
五
分
読
書
の
率
先
垂
範
を
大
人
が

示
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
生
涯
学

習
社
会
の
中
で
、
大
人
が
手
本
と
な

る
言
動
を
子
ど
も
の
前
で
実
行
し
な

け
れ
ば
子
ど
も
は
変
わ
ら
な
い
。

二
月
二
十
五
日
�
、
望
月
図
書
館

で
望
月
中
学
校
二
年
の
阿
部
光
月
さ

ん
、
金
井
純
生
く
ん
が
一
日
図
書
館

職
員
を
体
験
し
ま
し
た
。

も
の
が
た
り
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
で

は
、
大
型
絵
本
「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」
や

絵
本
「
ね
ず
み
く
ん
の
チ
ョ
ッ
キ
」

を
そ
れ
ぞ
れ
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く

れ
、
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
の
お
話

し
を
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
は
興
味

深
げ
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

体
験
し
て
み
て
の
感
想
は
…

私
は
、
一
日
図
書
館
職
員
を
経
験

し
て
み
て
、
図
書
館
に
ま
つ
わ
る
仕

事
を
甘
く
み
て
い
た
事
に
気
が
付
き

ま
し
た
。

本
の
貸
出
、
返
却
に
し
て
も
、
読

み
聞
か
せ
に
し
て
も
、
私
は
と
て
も

簡
単
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

学
校
の
図
書
館
よ
り
広
い
場
所
で
、

学
校
の
図
書
館
に
来
る
人
よ
り
も
多

く
の
人
と
関
わ
り
合
う
の
は
、
と
て

も
大
変
な
事
で
し
た
。
上
手
く
で
き

る
か
と
て
も
心
配
な
一
日
で
し
た
が
、

楽
し
く
、
充
実
し
た
一
日
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

（
阿
部
光
月
さ
ん
）

僕
は
、
一
日
図
書
館
職
員
を
や
っ

て
み
て
、
お
も
し
ろ
さ
や
、
大
変
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
お
も
し

ろ
さ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
操
作
し

て
、
手
続
き
を
行
っ
た
こ
と
。
最
初

は
け
っ
こ
う
大
変
だ
っ
た
り
も
し
た

が
、
後
に
な
っ
て
く
る
と
普
段
学
校

で
や
ら
な
い
や
り
方
だ
っ
た
の
で
お

も
し
ろ
か
っ
た
。

大
変
さ
は
、
読
み
聞
か
せ
の
時
と

本
を
並
べ
る
こ
と
だ
っ
た
。
読
み
聞

か
せ
は
ま
ず
読
み
聞
か
せ
る
本
を
探

す
の
に
苦
労
し
、
読
み
聞
か
せ
も
結

構
あ
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
で
も
内
容

は
上
出
来
だ
っ
た
。
本
を
並
べ
る
時

は
細
か
く
分
類
さ
れ
て
い
た
の
で
探

す
の
に
苦
労
し
た
。

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
け
ど
、
僕
に
と

っ
て
い
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
う
。

（
金
井
純
生
く
ん
）

NO

6

読
書
と
学
力

中
央
図
書
館
長
　
木

内

芳

則

望
月
図
書
館

一
日
図
書
館
職
員
を
体
験
し
て

カウンターでの手続き作業
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太
田
道
灌
ゆ
か
り
の

ヤ
マ
ブ
キ
（
山
吹
）

佐
久
市
立
中
央
図
書
館
の
植
込
み

に
、
野
外
彫
刻
「
久
遠
の
像
」
が
建

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
も
と
に
、
ヤ
エ

ヤ
マ
ブ
キ
（
八
重
山
吹
）
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ

山
吹
色
の
花

を
見
せ
て
く

れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

自
分
の
無
知
を
大
い
に
恥
じ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

「
実
の
」＝「
蓑
」
が
、
無
い

ヤ
エ
ヤ
マ
ブ
キ
に
は
、
実
が
な
り

ま
せ
ん
。
わ
け
は
、
雄
し
べ
が
八
重

の
花
び
ら
に
化
け
て
し
ま
っ
て
存
在

し
な
い
か
ら
で
す
。
雌
し
べ
も
退
化

し
て
い
ま
す
。

「
山
吹
の
歌
」
に
は
、
山
吹
に
実

が
で
き
な
い
こ
と
、
蓑
が
無
い
こ
と

と
が
、
掛
け
こ
と
ば
で
見
事
に
詠
み

込
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

一
重
の
花
、「
ヤ
マ
ブ
キ
」

春
の
野
山
に
は
、
花
び
ら
が
一
重

咲
き
の
山
吹
が
自
生
し
て
い
ま
す
。

バ
ラ
科
の
落
葉
低
木
、
在
来
種
の
ヤ

マ
ブ
キ
で
す
。
５
枚
の
花
び
ら
は
、

ま
さ
に
山
吹
色
に
輝
い
て
、
緑
色
の

葉
と
の
対
比
も
す
ば
ら
し
く
、
気
品

の
あ
る
美
し
い
花
で
す
。

ヤ
マ
ブ
キ
は
日
本
特
産
で
、
こ
れ

こ
そ
日
本
の
花
と
い
え
ま
す
。
外
国

で
は
、「
日
本
の
薔
薇
」と
呼
ぶ
そ
う

で
す
。

「
山
吹
と
太
田
道
灌
」
の
故
事

鷹
狩
り
で
、
道
灌
は
た
ま
た
ま
雨

に
あ
い
、
蓑
を
借
り
よ
う
と
、
あ
る

農
家
を
訪
れ
ま
し
た
。
対
応
に
出
た

娘
は
、
家
に
は
蓑
が
無
い
こ
と
に
気

づ
き
、『
後
拾
遺
和
歌
集
』
の
歌
（
兼

明
親
王
）
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

「
七
重
八
重
花
は
咲
け
ど
も

山
吹
の
　
み
の
ひ
と
つ
だ
に

な
き
ぞ
悲
し
き
」

そ
し
て
、
一
枝
の
山
吹
を
手
折
り
、

黙
っ
て
道
灌
に
差
し
出
し
ま
し
た
。

意
味
が
分
か
ら
ず
に
戻
っ
た
道
灌

は
、
そ
の
古
歌
の
意
味
を
教
え
ら
れ
、

図
書
館
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
決
ま

っ
た
。
市
立
四
館
の
蔵
書
・
資
料
の

検
索
等
を
は
じ
め
、
図
書
館
機
能
を

拡
充
す
る
第
一
歩
で
あ
る
。
各
館
は

受
け
継
い
で
き
た
蔵
書
・
資
料
等
の

特
性
を
保
ち
つ
つ
、
市
民
の
要
望
に

迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
課
せ
ら
れ
、

そ
れ
が
可
能
と
な
っ
た
。

中
央
図
書
館
に
は
斯
界
で
注
目
さ

れ
る
航
空
図
書
、
相
馬
遷
子
文
庫
、

山
室
靜
文
庫
の
他
に
、
市
内
篤
志
家

の
寄
贈
に
な
る
多
く
の
理
化
学
書
等

も
あ
る
。
恐
ら
く
は
他
の
三
館
も
同

様
で
、
市
民
に
は
ま
だ
知
ら
れ
て
い

な
い
蔵
書
や
資
料
が
あ
る
だ
ろ
う
と

思
う
。
そ
れ
を
周
知
せ
し
め
て
活
用

を
促
す
努
力
も
求
め
ら
れ
よ
う
。

自
分
の
こ
と
で
面
は
ゆ
い
が
、
私

は
一
年
ほ
ど
前
か
ら
、
山
室
靜
文
庫

の
寄
贈
者
で
あ
る
山
室
さ
ん
が
、
六

十
七
年
前
に
出
し
た
同
人
雑
誌
と
二

冊
の
評
論
集
を
探
し
続
け
て
き
た
。

雑
誌
は
山
室
文
庫
を
見
に
来
た
研
究

者
の
問
い
合
わ
せ
に
応
え
る
た
め
で

あ
り
、
二
冊
の
評
論
集
は
私
自
身
の

必
要
か
ら
で
あ
っ
た
。

山
室
家
に
も
二
冊
は
な
い
。
以
前

の
書
斎
の
火
災
で
、
山
室
さ
ん
自
身

の
著
書
は
殆
ど
焼
失
し
た
か
ら
で
あ

る
。
古
書
店
に
も
問
い
合
わ
せ
た
が

見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
山
室
さ
ん
の

友
人
た
ち
を
訪
ね
よ
う
に
も
、
と
き

既
に
遅
く
す
べ
て
故
人
で
あ
る
。

今
年
に
な
っ
て
図
書
館
の
女
性
司

書
に
相
談
す
る
と
、
や
が
て
彼
女
か

ら
、
一
冊
だ
け
探
し
当
て
た
と
の
知

J

図
書
館
の

庭
か
ら ６

新システム稼働
図書館へどうぞ

佐久市立図書館協議会会長

荒 井 武 美

ら
せ
で
あ
る
。
驚
き
な
が
ら
図
書
館

へ
駆
け
つ
け
る
と
、
五
十
年
前
に
山

室
家
で
読
ん
だ
本
と
同
じ
だ
。
礼
を

言
っ
て
見
る
と
、
相
互
貸
借
用
の
状

袋
に
は
『
コ
ピ
ー
不
可
』
京
都
府
立

図
書
館
の
付
箋
が
あ
る
。

そ
れ
だ
け
で
な
い
。

「
国
会
図
書
館
は
貸
出
不
可
。
長

野
県
立
図
書
館
は
館
内
閲
覧
で
、
他

に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
十
分
注

意
し
て
ご
覧
下
さ
い
」
と
言
う
。

注
意
し
て
手
に
載
せ
る
と
、
表
紙

は
和
綴
じ
で
補
修
さ
れ
て
い
る
。
補

修
の
手
際
は
職
人
の
仕
事
で
あ
る
。

「
コ
ピ
ー
は
だ
め
で
す
が
、
写
真

な
ら
い
い
で
し
ょ
う
ね
」

最
初
か
ら
表
紙
の
写
真
を
つ
か
う

予
定
だ
っ
た
。
改
め
て
お
礼
を
述
べ

た
。
昔
の
本
を
、
よ
く
ぞ
大
切
に
収

蔵
し
て
く
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

ど
れ
ほ
ど
深
く
頭
を
下
げ
て
も
十
分

と
は
言
え
ま
い
。
嬉
し
か
っ
た
。
一

方
の
雑
誌
は
、
山
室
文
庫
寄
贈
の
折

り
、
図
書
館
側
が
雑
誌
と
文
庫
本
の

受
入
を
辞
退
し
た
た
め
、
他
へ
贈
ら

れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

以
上
は
図
書
館
同
士
に
よ
る
図
書

の
相
互
貸
借
で
、
自
治
体
の
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
一
つ
と
言
っ
て
い
い
。
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
サ
ー
ビ
ス
な

の
で
、
個
人
的
感
慨
を
交
え
て
報
告

し
ま
し
た
。

今
後
は
、
待
望
久
し
か
っ
た
新
シ

ス
テ
ム
で
、
市
民
に
図
書
館
へ
の
関

心
を
促
し
、
共
通
の
市
民
意
識
を
醸

成
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
図
書

館
が
そ
の
一
翼
を
担
う
と
同
時
に
、

行
政
も
図
書
館
へ
の
理
解
を
深
め
、

い
っ
そ
う
の
支
援
を
と
願
う
者
で
あ

る
。こ

の
欄
は
、
図
書
館
協
議
会
委
員

が
リ
レ
ー
し
て
書
き
つ
ぐ
コ
ラ
ム
で

す
。

愛
読
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ヤエヤマブキ

久遠の像

（
岩
村
田
　
依
田
豊
）



天文普及教室

『春の天体観望会』
太陽系最大の惑星「木星」な

どを観測します。星座の紹介も
あります。

日　時 5月20日!午後8時～
9時20分
（受付は、午後7時30分～7時50分）

料　金 子ども 200円／大　人 400円
（子どもは4歳以上中学生まで）

定　員 70人
申込み 事前申し込み制です。佐久市子ども未来館ま

で電話でお申し込みください。定員になり次
第締め切ります。

その他 中学生以下は保護者同伴でお出掛けください。
保護者の方も参加（有料）となります。

お 知 ら せ

利用案内
個　人

入館料 科学展示室、科学体験工房等
に入場する場合

大　人 500円

子ども 250円

観覧料 プラネタリウム投映番組を
観覧する場合

大　人 700円

子ども 350円

入館観覧セット料
大　人 1,000円

子ども 500円

プラネタリウム春季番組

ライブ番組『春の星空と黄道
こうどう

十二星座』
テーマ番組
『黄金シャトルでいくミステリー世界

ワールド

OOPARTS～不可思議な遺物～』
春の星空で見ることができる星座の紹介と、星占いに
使う黄道十二星座にまつわるお話しをします。
また、遺跡などから発見された、当時の技術や知識の

レベルを超えているような遺物「OOPARTS
オ ー パ ー ツ

」（O
�

ut O
�

f
P
�

lace A
�

R
�

T
�

ifactS
�

／場違いな工芸品・加工品という意
味）が語る人間と宇宙のもうひとつの歴史をお楽しみく
ださい。
期　間 6月25日"まで
※開館時間延長にともない、ゴールデンウィークの期
間中（５月７日まで）は、第６回（午後４時55分～）を
投映します。

科学体験工房

開館時間：午前9時30分～午後5時
ゴールデンウィーク期間中（5月7日まで）は、午後6時まで

開館します。
休 館 日：木曜日（木曜日が祝日の場合は開館）
通常は毎週木曜日が休館日ですが、5月4日#は開館しま

す。詳しくは佐久市子ども未来館までお問い合わせください。

@67－2001 http://www.kodomomiraikan.city.saku.nagano.jp
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『おもしろサイエンスショー』
ゴールデンウィーク期間中は科学体験工房で、サイ

エンスショーを毎日開催します。
さまざまな実験ショーを用意していますので、科学

の不思議を体験してください。

期　間 ゴールデンウィーク中の5月7日"まで
時　間 午前10時40分～、午後1時30分～、午後3時～
※サイエンスショーのため、申し込みは必要ありません。

開館５周年記念特別企画展

『びっくり！ドッキリ！
なるほどサイエンス PART-３』

もしも、光速に近い速度で移
動することができたなら、どの
ような景色が見えるのでしょう
か？光のドップラー効果やタイ
ムマシン効果（時間の遅れ）な
ど聞くだけでは想像しがたい現象を、バーチャルリア
リティーを使って体験してみよう！ほかにも、火山灰
を噴き出す火山活動の様子を水中で再現した「噴火さ
せてみよう」など、全７点を展示しています。

期　間 5月7日"まで
会　場 企画展示室

宇宙船地球号

新番組

恐竜をテーマとした

DINO
ダ イ ナ

BOARD
ボ ー ド

投映中!
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!
日時 5月25日!

午後１時30分～3時
会場 野沢会館 音楽室１号

■お申し込み･お問い合わせ　佐久市障害者自立生活支援センター(!64－0212 "64－0213)

音楽を楽しむ

セミナー

利用案内／開館時間:午前10時～午後10時／休館日:月・火曜日、祝日の翌日／!82-0200

星座教室第1回
「木星と春の星座」受講生募集
うすだスタードームの18年度定期
講座「星座教室」第1回のお知らせで
す。今回は今が見ごろの木星と、北
斗七星をはじめとする春の星座た
ちを、望遠鏡で楽しみながらその神
話や伝説をご紹介していきます。
期　日 5月26日�
時　間 午後7時30分～9時
会　場　うすだスタードーム
内　容 大型望遠鏡による木星と春の天体観望
参加費 大人400円／小中学生200円
★先着30人まで

うすだスタードームイベント・講座受講生募集のお知らせ

特別観望会
「地球とニアミス！

～シュワスマン・ワハマン彗星を見よう」
今、「シュワスマン・ワハマン第3彗星」という彗星が地球に接近中です。
この彗星は1995年にばらばらに分裂し、行列を作りながら地球に1200
万kmまで接近して今年一番の大きな天文現象となります。うすだスター
ドームでは彗星の一番大きなかけら「Ｃ核」の接近に合わせて特別観望会
を開催します。予約は不要です。多数の参加をお待ちしています。

期 日 ５月13日�
時　間 夜中12時～翌14日3時
会　場 うすだスタードーム
内　容 大型望遠鏡その他による分裂彗星観望
参加費 大人400円／小中学生200円　

スタードーム
「佐久の星空探検隊」募集
うすだスタードー

ムでは今年度から、
佐久の星空を楽しむ
「佐久の星空体験隊」
を募集します。年４
回、季節の星空を楽
しみながら、天体望遠鏡の使い方、天体写真の撮
影法など、本格的な天体観測の方法を学習する講
座です。郷土の星空を冒険する探検隊員になって
みてはいかがでしょう。
日時(予定)
6月3日�/9月15日�/12月8日�/3月9日�
時　間 毎回午後７時～8時30分
会　場　うすだスタードーム
内　容 大型望遠鏡による木星と春の天体観望
参加費 大人400円／小中学生200円（各回）
★先着30人まで

♪ 音楽に合わせて楽しく歌ったり、リラクゼーション体操をして
明るく豊かな気持ちになり、心身ともにリフレッシュしませんか。
お体に合わせた無理のないプログラムをご用意します。

対　象 障害をお持ちの方
定　員 30人（先着順）
参加費 無料
保　険 レクリエーション障害補償保険に年間加入



望月支所@53-3111㈹　佐久・臼田地区←→浅科・望月地区間では、これまでどおり〈0267〉が必要となります。望

教育相談
■教育委員会教育相談室(祝日を除く)
日時 ·～»、午前９時～午後４時
相談員 スクールメンタルアドバイザー
電話相談
教育相談室（@ ・内線369）
臼田教育相談室（@ ・内線224）
浅科教育相談室（@ ・内線45）
望月教育相談室（@ ・内線271）

■中学校相談室 (休校日を除く)
◇午前…９時30分～正午
◇午後…１時～４時
�浅間中学校　
期日 ·・¸・ºの午後
相談員 志摩アドバイザー
直通相談電話 @67－7250
�野沢中学校
期日 ·・¸・ºの午後
相談員 堀田アドバイザー
直通相談電話 @62－2551
�中込中学校
期日 ·・¸・ºの午後
相談員 森山アドバイザー
直通相談電話 @62－6810
�東中学校
期日 ·・ºの午後
相談員 佐藤アドバイザー
直通相談電話 @67－7366
�臼田中学校
期日 ·・¸・ºの午後
相談員 金森アドバイザー
直通相談電話 @82－2130
�浅科中学校
期日 ¸・»の午後
相談員 佐藤アドバイザー
相談電話 @58－2101㈹
�望月中学校
期日 ·・¸・ºの午後
相談員 小林アドバイザー
直通相談電話 @53－3330

望

浅

臼

市

農業サポーター養成講座
果樹の摘果講習受講生募集

近年、農家とともに臨時雇用者の
高齢化も進み、十分な労力確保がで
きず、作業の遅れから品質や収量に
影響を及ぼしている状況です。
そこで、農作業の労力確保に困っ
ている市内果樹農家を支援するため、
農業サポーターとして農作業を支援
できる意欲的な方を募集します。
対象 働く意欲のある方（65歳ぐら
いまで）、脚立作業の可能な方、車で
通える方
講習期間 ５月22日·～24日¹の３
日間
講習会場 市内果樹園地ほか
講習内容 ◇座学　りんご・もも・
プルーンの栽培知識　◇実技　摘果
作業の実践
※講習期間中に農業経営者の方々と
の合同面接会を開催します。
定員 15人
受講料 無料
受付 ５月15日·まで
申込・問合せ 佐久市営農支援セン
ター・佐久市認定農業者連絡協議会
事務局（農政課農政係内@ ・内線
462または各支所経済建設課）

市

スポーツ大会参加者募集
■第2回佐久市ママさんバレーボール大会
参加資格 市内に住む既婚女性また
は、35歳以上の独身女性により編成
した区単位のチーム。ただし一つの
区でチーム編成が出来ない場合は、
隣接区との合同でも可能です。
期日 ６月18日¶
会場 総合体育館ほか
参加費 １チーム　1,500円
申込 ６月２日»までに参加費を添
えて体育課（総合体育館内　@62-2
020）または各地区体育係へ

スポーツ教室参加者募集中
《社会人対象の教室》
■弓道教室（高校生以上）
日時 ５月30日～６月９日の火曜日
（10回） 午後７時～９時
会場 駒場公園弓道場
定員 40人
参加費　3,000円
《年齢制限のない教室》
■卓球教室
日時 ５月18日～７月27日の木曜日
（10回） 午後７時～９時
会場 総合体育館
定員 40人
参加費 大人3,000円/小人2,000円
■ソフトバレー教室
日時 ５月18日～７月27日の木曜日
（10回） 午後７時～９時
会場 総合体育館
定員 40人
参加費 大人3,000円/小人2,000円
申込 参加費を添えて体育課（総合
体育館内　@62-2020）または各地
区体育係へ

募 集
Classifieds
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相談コーナー
Advice

_皐月5月

平成18年度機織(はたおり)体験
講座受講者募集中

先人がつくり出した道具に実際に
ふれる機会を通して、当時の地域の
仕事やくらしを振り返り、郷土の歴
史について学んでみませんか。
期日 ５月19日»、６月16日»、
７月21日»
時間 午後１時30分～４時30分
会場 望月歴史民俗資料館
内容 裂き織による作品づくり体験
講師 望月多恵子先生
定員 各回15人(先着順)
参加費 各回500円
申込・問合せ 望月歴史民俗資料館
(@54-2112)

がん検診のお知らせ
４月15日号で掲載した子宮がん検
診（５月24日･31日）、乳がん検診（５
月９日･10日･17日･25日）は実施し
ませんのでお知らせします。
問合せ 保健課（@ ・内線379）市
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臼田小満祭

n f o r m a t i o n情 報 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

5月のつどいの広場
乳幼児連れの親たちが気軽に集い、
語り合い、交流ができる場です。お
気軽にお出掛けください。
時間 全会場午前９時～午後２時
■佐久市保健センター
（毎週原則月・水・金曜日）
５月１日・２日・８日・10日・12日・15
日・17日・19日・22日・24日・26日・29
日・31日
■切原保育所内（毎週月・火・木曜日）
５月１日・２日・８日・９日・11日・15日・
16日・18日・22日・23日・25日・29
日・30日
■浅科保健センター
（毎週月・水・金曜日）
５月１日・８日・10日・12日・15日・17
日・19日・22日・24日・26日・29日・
31日
■望月総合支援センター
（毎週原則月・水・木曜日）
５月１日・６日・８日・９日・11日・15日・
17日・19日・22日・23日・27日・29
日・31日
問合せ 児童課児童係（! ・内線
213）または各支所保健福祉課福祉
児童係へ

市

青い鳥郵便葉書の
無償配布について

日本郵政公社では、今年も申し込
みのあった重度の身体障害者の方お
よび知的障害者の方に、くぼみ入り
通常郵便はがきを無料配布します。
希望される方は、市役所福祉課の
窓口に申込用紙を用意してあります
ので、福祉課または最寄りの郵便局
までお越しください。
対象 重度の身体障害者（身体障害
者手帳１級および２級所持者）およ
び重度の知的障害者（療育手帳A１、
A２所持者）で申し込みのあった方
１人につき、くぼみ入り通常郵便葉
書20枚を無料配布します。
配布期間 ４月20日～５月31日
受付期間 ４月３日～５月31日
申込 最寄りの郵便局
問合せ 福祉課（! ・内線278) ま
たは最寄りの郵便局

市

図書館行事予定
■中央図書館
◆子ども読書まつり
"おはなしの会スペシャル
対象 子ども
日時 ５月６日� 午前10時30分
～11時30分
会場 中央図書館視聴覚室
"手品・作って遊ぼう
対象 子ども
日時 ５月７日� 午後３時～４時
30分
会場 中央図書館視聴覚室

期日 ５月21日�
時間 午前８時30分～午後５時
会場 稲荷山周辺
内容 ◆約500軒の露店・植木市（午
前８時30分～) ◆ステージショー：
小満太鼓、アンパンマンショー、バ
ンド演奏等（午前９時30分～午後３
時30分）◆街頭パレード：北越出兵、
キツネの嫁入り、音楽隊、鼓笛隊、
ちんどんや等（午後１時～）◆その他
イベント：工業展、弓道大会、稲荷
山神社神楽、各商店会催し物等
同時開催 第60回佐久病院祭（ＪＡ
長野厚生連佐久総合病院主催）
問合せ 小満祭実行委員会事務局
（臼田支所経済建設課内! ）、臼田
町商工会（!82-2154）
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E v e n t

お 知 ら せ
Information

◆おはなしの会
対象 乳幼児向け
日時 ５月18日�午前10時30分～
対象 園児・小学生低学年向け
日時 ５月20日� 午後３時～
会場 中央図書館視聴覚室
◆語りのおもてなし
対象 子どもから大人
日時 ５月27日(土) 午後３時～
会場 中央図書館内
問合せ 中央図書館(!67-2111)
■臼田図書館
◆ブック☆ブックお話の会
対象 子どもから大人
日時 ５月６日�・13日�・20日�・
27日� 午後２時～
会場 臼田図書館内
問合せ 臼田図書館(!82-3932)
■浅科図書館
◆おはなし会
対象 子どもから大人
日時 ５月20日� 午後２時30分～
会場 浅科図書館えほんのへや
内容 絵本、紙芝居、昔話など
◆読書会
対象 高校生から大人
日時 ５月12日� 午前９時30分～
正午
会場 浅科図書館学習室
内容 短編などの読み合わせ
◆歌うとしょかん
対象 高校生から大人
日時 ５月13日� 午後７時30分～
９時30分
会場 浅科図書館えほんのへや
内容 みんなで懐かしい歌などを歌う
問合せ 浅科図書館(!58-4321)
■望月図書館
◆ものがたりふれあいトーク
対象 子どもから大人
日時 ５月20日� 午前11時～
会場 望月図書館視聴覚室
問合せ 望月図書館(!53-0230)
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「デッサン　裸婦」
1964年　38.4cm×54.2cm

画紙・コンテ

木
きの

内
うち

克
よし

明治25年～昭和52年(1892～1977) 
茨城県出身

これらの作品は、『考える手－思索の痕跡・素描を見る－』展（7月2日まで近代美術館で開催中）に出品されています。

お問い合わせ　近代美術館　�67-1055

木内克はテラコッタ彫刻の第一人者である。「テラコッタ」はいわゆる「素
焼き」で、埴輪や土偶などがこれにあたる。自然に存在する土を成形してそれ
を焼くという非常に根元的な彫塑・彫刻の手法である。木内は「テラコッタの
良いところは自分の手で生み出し、人手をわずらわさず最終の仕上げまででき、
しかも時間的にも早く仕上げられることだ。」と語っていて、モデルが見せる
一瞬の動きの中の「美」をとらえるため、粘土でデッサンをするような「ひね
り」と呼ばれる小品彫刻を多く作っている。この「エーゲ海に捧ぐ」も、手の
動きがそのまま感じ取れるようである。もちろん木内も紙にデッサンをするこ
とがあった。例えばここに掲載した作品の気持ちのいい何本かの迷いのない線、
たったこれだけでモデルの「いのちの強さ」をとらえている。
作家にとってデッサンは単なる「下書き」ではない。いわば命をかけて制作
する作品に対して極限まで精神を研ぎ澄ませ、そのかたちを手に覚えさせる修
練の場でもあり、その中から生まれるたった一本の美しい線を求めて格闘する
場でもある。その格闘の跡は決して派手ではないが、多くのことを語りかけて
くる。もしかしたら、私たちが最も作家に近づける一枚なのかもしれない。
代表作「エーゲ海に捧ぐ」はブロンズにもなっており、長野県駒場公園内で
も見ることができる。
大正3年（1914）朝倉文夫の彫塑塾に入門、大正10年（1921）渡仏。昭和
5年頃からギリシア彫刻に魅せられテラコッタを制作。日展、新樹会展、その
他様々な国際展やグループ展で作品を発表。(文中の敬称は略させていただきました)

シリーズ5

5月 コスモホール5月
佐久コンサート協会

�66-3922

■休館日は月曜日です
ただし、月曜日が祝日の場合は開館し、翌日が休館とな
ります。
催し物の詳細につきましては、主催者までお問い合わせください。
★大は大ホール、小は小ホール、全は全館です。

日・曜 会場 催 し 物 主催者・問合せ

26日!
大 天満敦子＆小林亜星

ヴァイオリンコンサート

!佐久市文化事業団
（�82-3962）

「エーゲ海に捧ぐ」
1970年　高さ57.0cm テラコッタ

27日"

日

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

月 火 水 木 金 土

５月の休館日 6月の休館日

6/27:図書整理日5/30:図書整理日

■印が休館日です

■お問い合わせ

中央図書館 �67-2111 浅科図書館 �58-4321
臼田図書館 �82-3932 望月図書館 �53-0230

図書館の休館日の
お知らせ


